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ーひかりとみどりといのりのまちーーひかりとみどりといのりのまちー ーひかりとみどりといのりのまちー 

平成17年 平成17年 
◆今月の内容◆ 

■Ｐ２～３　　南部病院存続住民シンポジウム、 

　　　　　  南米ボリビアの入植50周年記念式典参加レポート 

■Ｐ４～５　　市職員給与・定員関係のお知らせ 

■Ｐ６～７　　オホーツクの風2004、ラーズコーナー 

　　　　　  市民憲章推進作文コンクール入賞作品紹介 

■Ｐ８～11     スポーツいとまん、トピックスいとまん 

■Ｐ12～19　お知らせ広場 

■Ｐ20　　　トピックスいとまん 

児童センターまつりだよ！ 
 

　子どもたちの祭典である「第８回西崎太陽児童センターまつり(２月５日)」と「第４回がじゅまる児童センターまつり(２月２０日)」

が各児童センターで開かれました。当日は、それぞれで劇やバザー、様々なお遊びコーナーなど特色ある催しがあり、訪れた

子どもたちや保護者が楽しんでいました。 

　２月９日は旧暦の１月１日、旧正月にあたります。

市内には旧暦の伝統を守る地域が多く、白銀堂には朝

から次々と参拝客が訪れました。字糸満の「赤比儀腹

門中」では、神人の安室シズ子さんと門中代表の皆さ

んが、白銀堂に始まる８か所の拝所を回り、今年１年

の一族の繁栄を願いました。 

　また、漁港では色とりどりの大漁旗がはためき、見

学の子どもたちや、写真撮影をする人々でにぎわって

いました。 

あか ひ    ぎ　ばら 

かみんちゅ 

　旧正の３日目にあたる11日には、１年間の航海安全

と大漁を願う、市漁業協同組合の「初興し」が盛大に

行われました。金城宏組合長は、高齢者が多く漁業経

営が苦しくなっていること、平成17年度には１県１漁

協が考えられている現状を述べ「お魚センターなどを

作り、市民に親しまれるよりよい漁村にしていきたい」

とあいさつをしました。このほか、組合員のトゥシビー

祝いや有志による三線演奏も披露されました。 

はちうく 

　昔の糸満の活気を取り戻そうと「第１回糸満あんまー

まつり」が、２月19日、公設市場内で開かれました。

まつりは貝殻や小石を使った昔遊びから始まり、加藤久

子さん(法政大学沖縄文化研究所国内研究員)による講演会、

子どもあんまー発表会など様々な催しが行われました。

海人が活躍した時代のあんまーたちを演じる寸劇も披露

され、約200名の観衆は大爆笑でした。 

うみんちゅ 

航海安全と豊漁を祈願する大漁旗（漁港中地区） 

漁協でにぎやかに開かれた「初興し」 

旧正月 旧正月 

糸満あんまーまつり 糸満あんまーまつり 

まちぐゎーに 
　めんそ～れ！ 
まちぐゎーに 
　めんそ～れ！ 

～受け継がれる～受け継がれる 
　　　糸満の伝統～　　　糸満の伝統～ 
～受け継がれる 
　　　糸満の伝統～ 

わかりやすい講演を 
してくださった加藤久子さん 

楽しい寸劇に大勢がくぎづけ 

オープニングのカチャーシー 

御願をする「赤比儀腹門中」の皆さん 
う  がん 

がじゅまるがじゅまる 太    陽 がじゅまる 太  陽 

太    陽 太  陽 がじゅまるがじゅまる がじゅまる 



－２－ －３－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

当日は、約300名が参加しました。 

県
人
会
及
び
糸
満
郷
友
会
と
の 

　
　
　
　
交
流
会
等
に
つ
い
て
の
報
告
（
二
）

　
　
　 

　
八
月
十
四
日
、
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ

内
の
移
住
地
を
視
察
す
る
た
め
サ
ン
タ
ク

ル
ス
を
出
発
し
て
約
二
時
間
、
最
初
の
訪

問
地
第
三
移
住
地
に
入
る
と
、
道
の
両
側

に
収
穫
間
近
な
小
麦
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
や

広
大
な
牧
場
の
風
景
が
見
え
て
き
て
、
し

ば
ら
く
す
る
と
集
落
内
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
公
民
館
で
は
地
元
県
人
会
二
〇
人
余
の

方
々
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
自
己
紹
介
や
懇
談
な
ど
し
て
い
る
と
、

県
知
事
や
県
議
団
、
西
銘
国
会
議
員
も
到

着
し
ま
し
た
。
知
事
一
行
に
は
、
ボ
リ
ビ

ア
県
人
会
長
で
本
市
出
身
の
玉
城
輝
俊
氏

が
同
行
し
案
内
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
知

事
の
挨
拶
の
後
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
準
備

し
た
お
茶
や
黒
糖
を
つ
ま
み
な
が
ら
約
三

〇
分
程
度
懇
談
を
し
て
、
次
の
目
的
地
第

二
移
住
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

　
バ
ス
は
、
県
人
が
幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
開
拓
し
た
「
希
望
の
大
地
」
広
大

な
ソ
ル
ゴ
や
小
麦
畑
、
牧
草
地
の
ど
真
ん

中
を
土
砂
ほ
こ
り
を
巻
き
あ
げ
な
が
ら
目

的
地
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
第
二
移
住
地
で
は
、
伊
江
村
出
身
の
山

城
さ
ん
宅
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。
居
間
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
奥
さ
ん
手
作
り
の
す
し
、
と
う
ふ
、

こ
ん
ぶ
ま
き
、
三
枚
肉
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど

が
盛
り
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に

ウ
チ
ナ
ー
料
理
を
食
べ
て
感
激
し
た
次
第

で
す
。
奥
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　 　
八
月
十
五
日
、
今
日
は
記
念
行
事
の
式

典
日
で
、
私
た
ち
と
糸
満
郷
友
会
と
の
交

流
は
昼
食
パ
ー
テ
ィ
会
場
に
て
行
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
屋
良
朝
昭
郷
友
会
長
（
字

豊
原
出
身
）
を
は
じ
め
屋
良
氏
の
兄
や
字

賀
数
出
身
の
大
城
夫
妻
、
字
米
須
出
身
の

太
田
夫
妻
、
字
伊
原
出
身
の
玉
城
夫
妻
、

字
大
里
出
身
の
玉
城
兄
弟
、
字
名
城
出
身

の
新
垣
孝
（
子
弟
研
修
生
の
新
垣
ミ
ゲ
ー

ル
の
兄
）
、
あ
と
か
ら
玉
城
輝
俊
ボ
リ
ビ

ア
県
人
会
長
（
字
大
里
出
身
）
、
平
成
八

年
度
子
弟
研
修
生
の
大
城
美
和
さ
ん
が
、

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は
字
米
須
出
身
の

太
田
さ
ん
の
妹
さ
ん
が
、
母
県
か
ら
は
本

市
字
潮
平
に
嫁
い
だ
金
城
ツ
ヤ
コ
さ
ん
（
玉

城
県
人
会
長
の
娘
）
が
、
更
に
沖
縄
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
駆
け
つ
け
た
と
い
う
字
与
座
の

賀
数
松
弘
氏
も
参
加
し
て
お
り
、
和
や
か

で
話
題
性
に
富
ん
だ
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。 

　
昼
食
後
、
金
城
副
議
長
か
ら
屋
良
会
長

に
対
し
「
市
旗
」
等
を
贈
呈
し
、
山
城
出

納
室
長
か
ら
は
西
平
糸
満
市
長
の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。
約
二
時
間

程
度
で
し
た
が
、
こ
の
大
地
に
根
を
張
る

ま
で
の
過
酷
な
生
活
環
境
、
今
で
こ
そ
大

豆
、
小
麦
生
産
や
牧
畜
業
で
成
功
し
、
子

供
た
ち
が
後
を
継
い
で
い
る
が
、
こ
の
間
、

厳
し
く
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
苦
労
話

な
ど
、
大
変
貴
重
な
会
話
が
で
き
、
有
意

義
な
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
八
月
十
六
日
、
昨
日
ま
で
に
ボ
リ
ビ
ア

「
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
入
植
五
十
周
年

記
念
」
行
事
な
ど
の
日
程
も
終
え
、
今
日

は
次
の
訪
問
国
メ
キ
シ
コ
へ
の
移
動
で
す
。

午
前
中
は
サ
ン
タ
ク
ル
ス
市
の
ロ
ス
・
ポ

ン
ス
市
場
の
視
察
を
行
い
、
午
後
五
時
頃

空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
県
系
人
会
の
役

員
の
皆
さ
ん
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
、
「
ご

苦
労
様
で
し
た
」
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
な
ど
、
お
別
れ
の
挨
拶
を
交
わ
し

て
ボ
リ
ビ
ア
を
後
に
し
ま
し
た
。
飛
行
機

は
パ
ナ
マ
経
由
で
翌
日
の
午
前
五
時
四
五

分
、
メ
キ
シ
コ
市
べ
ニ
ー
ト
フ
ァ
レ
ス
空

港
に
到
着
、
過
密
な
日
程
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
日
は
休
養
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
十
八
日
、
午
前
は
メ
キ
シ
コ
市
内

の
メ
ル
セ
市
場
を
視
察
し
、
午
後
は
沖
縄

県
中
部
出
身
の
古
波
蔵
さ
ん
が
経
営
す
る

タ
イ
ヤ
再
生
販
売
会
社
を
訪
問
し
懇
談
い

た
し
ま
し
た
。
夜
は
八
時
か
ら
メ
キ
シ
コ

日
本
会
館
で
行
わ
れ
た
地
元
県
人
会
主
催

の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

県
人
会
の
子
供
た
ち
を
含
め
て
総
勢
約
八

〇
人
余
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
、
中
村
県
人
会
長
の
歓
迎
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
宮
城
訪
問
団
長
の
お
礼

の
挨
拶
の
あ
と
、
古
波
蔵
相
談
役
の
乾
杯

と
続
き
、
懇
親
に
入
り
ま
し
た
。
舞
台
で

は
、
二
世
、
三
世
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
や
メ

キ
シ
コ
の
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
市

出
身
者
で
は
、
字
喜
屋
武
出
身
の
久
米
マ

サ
オ
氏
（
二
世
）
と
妹
の
森
山
ヨ
ウ
コ
さ

ん
の
両
名
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

久
米
氏
は
メ
キ
シ
コ
市
内
の
国
立
病
院
で

耳
鼻
咽
喉
科
の
ド
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
翌
八
月
十
九
日
は
、
終
日
市
内
に
あ
る

文
化
遺
産
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

　
八
月
二
十
日
、
午
前
七
時
頃
メ
キ
シ
コ

空
港
に
到
着
、
す
ぐ
に
帰
国
の
手
続
き
を

終
え
、
メ
キ
シ
コ
を
出
国
し
ま
し
た
。
バ

ン
ク
ー
バ
ー
、
成
田
を
経
由
し
て
、
翌
二

十
一
日
の
午
後
一
一
時
過
ぎ
、

訪
問
団
全
員
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
那
覇
空
港
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。 

　 　
私
た
ち
南
米
訪
問
団
は
、

一
一
日
間
に
わ
た
る
日
程
で
、

ボ
リ
ビ
ア
入
植
五
十
周
年

記
念
行
事
や
交
流
へ
の
参
加
、

ま
た
メ
キ
シ
コ
県
人
会
と

の
交
流
・
親
善
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
県
系
人

の
皆
さ
ん
は
ボ
リ
ビ
ア
・

メ
キ
シ
コ
両
国
の
大
地
に

根
を
張
り
、
筆
舌
に
尽
く

せ
な
い
幾
多
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
オ
キ
ナ
ワ
村
自

治
を
確
立
し
、
ボ
リ
ビ
ア

共
和
国
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
る
な
ど
模
範
的
な
農

村
と
し
て
称
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
多
く
の
各

人
が
政
治
、
経
済
、
文
化

等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
両
国
の
県
系
人
の
み
な
さ

ん
は
沖
縄
県
民
の
誇
り
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
今

後
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
最
後
に
県
系
人
の
み
な
さ
ん
、
糸
満
郷

友
会
の
み
な
さ
ん
、
滞
在
中
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
、
私
た
ち
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
　 

ボ
リ
ビ
ア
糸
満
郷
友
会
の
皆
さ
ん 

（
前
列
右
が
屋
良
会
長
） 

南
米
ボ
リ
ビ
ア
（
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
）
の

入
植
五
十
周
年
記
念
式
典
行
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て（
下
） 

　
　
　 

糸
満
市
議
会
副
議
長
　
金
城 

勉 

　
　
　 

糸
満
市
収
入
役
　
　
　
山
城 

勉 

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に 

県
立
で
の
存
続
を 

〜
南
部
病
院
存
続
住
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜 

　
県
が
来
年
の
四
月
ま
で
に
経
営
移

譲
を
検
討
し
て
い
る
県
立
南
部
病
院

に
つ
い
て
、
同
病
院
の
存
続
を
訴
え

る
「
県
立
南
部
病
院
存
続
住
民
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」(

主
催
・
糸
満
市
、
同

病
院
廃
止
・
経
営
移
譲
反
対
住
民
協

議
会
、
共
催
・
南
部
市
町
村
会
　
後

援
・
県
議
会
南
部
振
興
議
員
連
盟)

が
二
月
二
十
二
日
、
糸
満
市
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
西
平
賀
雄

市
長
、
金
城
光
音
南
部
病
院
廃
止
・

経
営
移
譲
反
対
住
民
協
議
会
長
、
大

城
静
江
糸
満
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員

長
、
永
山
孝
南
部
地
区
医
師
会
長
、

野
原
芳
子
東
風
平
町
老
人
ク
ラ
ブ
副

会
長
が
登
壇
し
、
県
の
あ
り
方
に
対

す
る
批
判
や
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
西
平
市
長
は
、
同
病
院
が
南
部
地

区
の
総
合
病
院
で
救
急
医
療
と
夜
間

医
療
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
同
病
院
か
ら
一
番
遠

い
摩
文
仁
地
区
を
例
に
挙
げ
、
「
他

の
救
急
病
院
で
は
、
搬
送
ま
で
に
倍

の
時
間
が
か
か
る
」
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
、
修
学
旅
行
の

生
徒
や
サ
ー
フ
ァ
ー
、
平
和
祈
念
公

園
へ
の
参
拝
者
、
那
覇
マ
ラ
ソ
ン
等

が
摩
文
仁
地
区
に
集
中
し
て
い
る
事

例
を
挙
げ
、
救
急
医
療
体
制
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
大
城
委
員
長
は
、
同
病
院
の
利
用

者
と
し
て
、
自
ら
の
体
験
や
赤
十
字

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
等
を
述
べ
、

「
病
院
は
絶
対
に
な
く
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
」
と
涙
ぐ
み
な
が
ら
訴
え
ま

し
た
。 

　
金
城
会
長
は
、
毎
年
四
億
円
も
の

赤
字
を
出
し
、
累
積
赤
字
が
約
八
十

五
億
円
と
な
っ
た
同
病
院
の
経
営
責

任
を
取
ら
な
い
県
の
姿
勢
を
批
判
し
、

「
住
民
に
は
何
も
責
任
が
無
く
、
最

大
の
原
因
は
県
に
あ
る
」
と
し
、
県

は
同
病
院
を
き
ち
ん
と
運
営
し
て
い

く
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
野
原
副
会
長
は
、
東
風
平
町
の
利

用
状
況
、
同
病
院
の
特
徴
、
救
急
医

療
体
制
に
つ
い
て
語
り
、
総
合
病
院

が
近
く
に
あ
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
助
か
る

か
と
い
う
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
永
山
会
長
は
、
同
地
区
医
師
会
は

同
病
院
の
存
続
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
見
解
で
一
致
し
て
い
る
と
述
べ
、

「
な
ん
と
か
し
て
住
民
と
一
緒
に
な
っ

て
真
栄
里
地
域
を
医
療
ゼ
ロ
に
し
た

く
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
「
私
た
ち

も
存
続
に
向
け
て
頑
張
り
た
い｣

、

「
安
心
し
て
サ
ー
フ
ィ
ン
で
き
る
の

は
南
部
病
院
が
あ
る
か
ら｣

、｢

救
急

で
十
五
分
以
内
に
搬
送
し
な
い
と
人

は
簡
単
に
死
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
存

続
に
向
け
た
多
く
の
願
い
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

南部病院存続住民シンポジウム＝糸満市農村環境改善センター 
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久米マサオさん（中央）と森山ヨウコさん（右）久米マサオさん（中央）と森山ヨウコさん（右） 

メキシコ県人会主催の交流会にて 
久米マサオさん（中央）と森山ヨウコさん（右） 
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当日は、約300名が参加しました。 

県
人
会
及
び
糸
満
郷
友
会
と
の 

　
　
　
　
交
流
会
等
に
つ
い
て
の
報
告
（
二
）

　
　
　 

　
八
月
十
四
日
、
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ

内
の
移
住
地
を
視
察
す
る
た
め
サ
ン
タ
ク

ル
ス
を
出
発
し
て
約
二
時
間
、
最
初
の
訪

問
地
第
三
移
住
地
に
入
る
と
、
道
の
両
側

に
収
穫
間
近
な
小
麦
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
や

広
大
な
牧
場
の
風
景
が
見
え
て
き
て
、
し

ば
ら
く
す
る
と
集
落
内
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
公
民
館
で
は
地
元
県
人
会
二
〇
人
余
の

方
々
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
自
己
紹
介
や
懇
談
な
ど
し
て
い
る
と
、

県
知
事
や
県
議
団
、
西
銘
国
会
議
員
も
到

着
し
ま
し
た
。
知
事
一
行
に
は
、
ボ
リ
ビ

ア
県
人
会
長
で
本
市
出
身
の
玉
城
輝
俊
氏

が
同
行
し
案
内
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
知

事
の
挨
拶
の
後
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
準
備

し
た
お
茶
や
黒
糖
を
つ
ま
み
な
が
ら
約
三

〇
分
程
度
懇
談
を
し
て
、
次
の
目
的
地
第

二
移
住
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

　
バ
ス
は
、
県
人
が
幾
多
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
開
拓
し
た
「
希
望
の
大
地
」
広
大

な
ソ
ル
ゴ
や
小
麦
畑
、
牧
草
地
の
ど
真
ん

中
を
土
砂
ほ
こ
り
を
巻
き
あ
げ
な
が
ら
目

的
地
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
第
二
移
住
地
で
は
、
伊
江
村
出
身
の
山

城
さ
ん
宅
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。
居
間
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
、
奥
さ
ん
手
作
り
の
す
し
、
と
う
ふ
、

こ
ん
ぶ
ま
き
、
三
枚
肉
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど

が
盛
り
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に

ウ
チ
ナ
ー
料
理
を
食
べ
て
感
激
し
た
次
第

で
す
。
奥
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　 　
八
月
十
五
日
、
今
日
は
記
念
行
事
の
式

典
日
で
、
私
た
ち
と
糸
満
郷
友
会
と
の
交

流
は
昼
食
パ
ー
テ
ィ
会
場
に
て
行
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
屋
良
朝
昭
郷
友
会
長
（
字

豊
原
出
身
）
を
は
じ
め
屋
良
氏
の
兄
や
字

賀
数
出
身
の
大
城
夫
妻
、
字
米
須
出
身
の

太
田
夫
妻
、
字
伊
原
出
身
の
玉
城
夫
妻
、

字
大
里
出
身
の
玉
城
兄
弟
、
字
名
城
出
身

の
新
垣
孝
（
子
弟
研
修
生
の
新
垣
ミ
ゲ
ー

ル
の
兄
）
、
あ
と
か
ら
玉
城
輝
俊
ボ
リ
ビ

ア
県
人
会
長
（
字
大
里
出
身
）
、
平
成
八

年
度
子
弟
研
修
生
の
大
城
美
和
さ
ん
が
、

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
は
字
米
須
出
身
の

太
田
さ
ん
の
妹
さ
ん
が
、
母
県
か
ら
は
本

市
字
潮
平
に
嫁
い
だ
金
城
ツ
ヤ
コ
さ
ん
（
玉

城
県
人
会
長
の
娘
）
が
、
更
に
沖
縄
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
駆
け
つ
け
た
と
い
う
字
与
座
の

賀
数
松
弘
氏
も
参
加
し
て
お
り
、
和
や
か

で
話
題
性
に
富
ん
だ
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。 

　
昼
食
後
、
金
城
副
議
長
か
ら
屋
良
会
長

に
対
し
「
市
旗
」
等
を
贈
呈
し
、
山
城
出

納
室
長
か
ら
は
西
平
糸
満
市
長
の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。
約
二
時
間

程
度
で
し
た
が
、
こ
の
大
地
に
根
を
張
る

ま
で
の
過
酷
な
生
活
環
境
、
今
で
こ
そ
大

豆
、
小
麦
生
産
や
牧
畜
業
で
成
功
し
、
子

供
た
ち
が
後
を
継
い
で
い
る
が
、
こ
の
間
、

厳
し
く
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
苦
労
話

な
ど
、
大
変
貴
重
な
会
話
が
で
き
、
有
意

義
な
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
八
月
十
六
日
、
昨
日
ま
で
に
ボ
リ
ビ
ア

「
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
入
植
五
十
周
年

記
念
」
行
事
な
ど
の
日
程
も
終
え
、
今
日

は
次
の
訪
問
国
メ
キ
シ
コ
へ
の
移
動
で
す
。

午
前
中
は
サ
ン
タ
ク
ル
ス
市
の
ロ
ス
・
ポ

ン
ス
市
場
の
視
察
を
行
い
、
午
後
五
時
頃

空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
県
系
人
会
の
役

員
の
皆
さ
ん
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
、
「
ご

苦
労
様
で
し
た
」
「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
な
ど
、
お
別
れ
の
挨
拶
を
交
わ
し

て
ボ
リ
ビ
ア
を
後
に
し
ま
し
た
。
飛
行
機

は
パ
ナ
マ
経
由
で
翌
日
の
午
前
五
時
四
五

分
、
メ
キ
シ
コ
市
べ
ニ
ー
ト
フ
ァ
レ
ス
空

港
に
到
着
、
過
密
な
日
程
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
日
は
休
養
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
十
八
日
、
午
前
は
メ
キ
シ
コ
市
内

の
メ
ル
セ
市
場
を
視
察
し
、
午
後
は
沖
縄

県
中
部
出
身
の
古
波
蔵
さ
ん
が
経
営
す
る

タ
イ
ヤ
再
生
販
売
会
社
を
訪
問
し
懇
談
い

た
し
ま
し
た
。
夜
は
八
時
か
ら
メ
キ
シ
コ

日
本
会
館
で
行
わ
れ
た
地
元
県
人
会
主
催

の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

県
人
会
の
子
供
た
ち
を
含
め
て
総
勢
約
八

〇
人
余
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
、
中
村
県
人
会
長
の
歓
迎
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
宮
城
訪
問
団
長
の
お
礼

の
挨
拶
の
あ
と
、
古
波
蔵
相
談
役
の
乾
杯

と
続
き
、
懇
親
に
入
り
ま
し
た
。
舞
台
で

は
、
二
世
、
三
世
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
や
メ

キ
シ
コ
の
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、

有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
市

出
身
者
で
は
、
字
喜
屋
武
出
身
の
久
米
マ

サ
オ
氏
（
二
世
）
と
妹
の
森
山
ヨ
ウ
コ
さ

ん
の
両
名
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

久
米
氏
は
メ
キ
シ
コ
市
内
の
国
立
病
院
で

耳
鼻
咽
喉
科
の
ド
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
翌
八
月
十
九
日
は
、
終
日
市
内
に
あ
る

文
化
遺
産
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

　
八
月
二
十
日
、
午
前
七
時
頃
メ
キ
シ
コ

空
港
に
到
着
、
す
ぐ
に
帰
国
の
手
続
き
を

終
え
、
メ
キ
シ
コ
を
出
国
し
ま
し
た
。
バ

ン
ク
ー
バ
ー
、
成
田
を
経
由
し
て
、
翌
二

十
一
日
の
午
後
一
一
時
過
ぎ
、

訪
問
団
全
員
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
那
覇
空
港
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。 

　 　
私
た
ち
南
米
訪
問
団
は
、

一
一
日
間
に
わ
た
る
日
程
で
、

ボ
リ
ビ
ア
入
植
五
十
周
年

記
念
行
事
や
交
流
へ
の
参
加
、

ま
た
メ
キ
シ
コ
県
人
会
と

の
交
流
・
親
善
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
県
系
人

の
皆
さ
ん
は
ボ
リ
ビ
ア
・

メ
キ
シ
コ
両
国
の
大
地
に

根
を
張
り
、
筆
舌
に
尽
く

せ
な
い
幾
多
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
オ
キ
ナ
ワ
村
自

治
を
確
立
し
、
ボ
リ
ビ
ア

共
和
国
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
る
な
ど
模
範
的
な
農

村
と
し
て
称
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
多
く
の
各

人
が
政
治
、
経
済
、
文
化

等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
両
国
の
県
系
人
の
み
な
さ

ん
は
沖
縄
県
民
の
誇
り
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
今

後
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
最
後
に
県
系
人
の
み
な
さ
ん
、
糸
満
郷

友
会
の
み
な
さ
ん
、
滞
在
中
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
、
私
た
ち
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
　 

ボ
リ
ビ
ア
糸
満
郷
友
会
の
皆
さ
ん 

（
前
列
右
が
屋
良
会
長
） 

南
米
ボ
リ
ビ
ア
（
コ
ロ
ニ
ア
・
オ
キ
ナ
ワ
）
の

入
植
五
十
周
年
記
念
式
典
行
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て（
下
） 

　
　
　 

糸
満
市
議
会
副
議
長
　
金
城 

勉 

　
　
　 

糸
満
市
収
入
役
　
　
　
山
城 

勉 

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に 

県
立
で
の
存
続
を 

〜
南
部
病
院
存
続
住
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜 

　
県
が
来
年
の
四
月
ま
で
に
経
営
移

譲
を
検
討
し
て
い
る
県
立
南
部
病
院

に
つ
い
て
、
同
病
院
の
存
続
を
訴
え

る
「
県
立
南
部
病
院
存
続
住
民
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」(

主
催
・
糸
満
市
、
同

病
院
廃
止
・
経
営
移
譲
反
対
住
民
協

議
会
、
共
催
・
南
部
市
町
村
会
　
後

援
・
県
議
会
南
部
振
興
議
員
連
盟)

が
二
月
二
十
二
日
、
糸
満
市
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
西
平
賀
雄

市
長
、
金
城
光
音
南
部
病
院
廃
止
・

経
営
移
譲
反
対
住
民
協
議
会
長
、
大

城
静
江
糸
満
市
赤
十
字
奉
仕
団
委
員

長
、
永
山
孝
南
部
地
区
医
師
会
長
、

野
原
芳
子
東
風
平
町
老
人
ク
ラ
ブ
副

会
長
が
登
壇
し
、
県
の
あ
り
方
に
対

す
る
批
判
や
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
西
平
市
長
は
、
同
病
院
が
南
部
地

区
の
総
合
病
院
で
救
急
医
療
と
夜
間

医
療
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
同
病
院
か
ら
一
番
遠

い
摩
文
仁
地
区
を
例
に
挙
げ
、
「
他

の
救
急
病
院
で
は
、
搬
送
ま
で
に
倍

の
時
間
が
か
か
る
」
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
、
修
学
旅
行
の

生
徒
や
サ
ー
フ
ァ
ー
、
平
和
祈
念
公

園
へ
の
参
拝
者
、
那
覇
マ
ラ
ソ
ン
等

が
摩
文
仁
地
区
に
集
中
し
て
い
る
事

例
を
挙
げ
、
救
急
医
療
体
制
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
大
城
委
員
長
は
、
同
病
院
の
利
用

者
と
し
て
、
自
ら
の
体
験
や
赤
十
字

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活
動
等
を
述
べ
、

「
病
院
は
絶
対
に
な
く
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
」
と
涙
ぐ
み
な
が
ら
訴
え
ま

し
た
。 

　
金
城
会
長
は
、
毎
年
四
億
円
も
の

赤
字
を
出
し
、
累
積
赤
字
が
約
八
十

五
億
円
と
な
っ
た
同
病
院
の
経
営
責

任
を
取
ら
な
い
県
の
姿
勢
を
批
判
し
、

「
住
民
に
は
何
も
責
任
が
無
く
、
最

大
の
原
因
は
県
に
あ
る
」
と
し
、
県

は
同
病
院
を
き
ち
ん
と
運
営
し
て
い

く
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
野
原
副
会
長
は
、
東
風
平
町
の
利

用
状
況
、
同
病
院
の
特
徴
、
救
急
医

療
体
制
に
つ
い
て
語
り
、
総
合
病
院

が
近
く
に
あ
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
助
か
る

か
と
い
う
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
永
山
会
長
は
、
同
地
区
医
師
会
は

同
病
院
の
存
続
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
見
解
で
一
致
し
て
い
る
と
述
べ
、

「
な
ん
と
か
し
て
住
民
と
一
緒
に
な
っ

て
真
栄
里
地
域
を
医
療
ゼ
ロ
に
し
た

く
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
「
私
た
ち

も
存
続
に
向
け
て
頑
張
り
た
い｣

、

「
安
心
し
て
サ
ー
フ
ィ
ン
で
き
る
の

は
南
部
病
院
が
あ
る
か
ら｣

、｢

救
急

で
十
五
分
以
内
に
搬
送
し
な
い
と
人

は
簡
単
に
死
ん
で
し
ま
う
」
な
ど
存

続
に
向
け
た
多
く
の
願
い
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

南部病院存続住民シンポジウム＝糸満市農村環境改善センター 

メキシコ県人会主催の交流会にてメキシコ県人会主催の交流会にて 
久米マサオさん（中央）と森山ヨウコさん（右）久米マサオさん（中央）と森山ヨウコさん（右） 

メキシコ県人会主催の交流会にて 
久米マサオさん（中央）と森山ヨウコさん（右） 



－４－ －５－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします 糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします 
（１）人件費の状況(普通会計決算） 

区分 歳出額A 人件費B
住民基本台帳人口 
(16年３月31日)

人件費率 
（B/A） 

参　　考 
13  年 度 
人件費率 

人 
56,978

(注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。 

千円 
22,581,525

千円 
245,848

千円 
3,828,527

％ 
17.0

％ 
17.1

15年度 

（２）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区分 
給料 職員手当 計　Ｂ 期末・勤勉手当 

給 　　与 　　費 
職員数 
A

一人当たり 
給与費 
（B/A） 

人 
452

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。 
　　　２．給与費は当初予算に計上された額である。 

千円 
1,930,490

千円 
212,511

千円 
772,772

千円 
2,915,773

千円 
6,451

16年度 

（３）職員の平均給料月額及び年齢の状況（平成16年４月１日現在） 

区分 
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

一　般　行　政　職 現　　　業　　　職 

 348,400 円  

 327,555 円  

 339,500 円  

44.2 歳  

40.2 歳  

42.3 歳  

50.0 歳  

47.9 歳  

45.0 歳  

 358,700 円  

 283,384 円  

 311,600 円  

糸満市 

国 

県 

（４）職員の初任給状況(平成16年４月１日現在)

区　分 

一般行政職 

初任給(円) 2年経過後(円) 初任給(円) 2年経過後(円)

糸　満　市 国 

170,700  

138,800 

184,400  

148,500 

170,700  

138,800 

184,400  

148,500 

大学卒 

高校卒 

（５）職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成16年４月１日現在） 

（９）特別職の報酬等の状況（平成16年12月１日現在） （10）部門別職員数の状況と主な増減理由 

（10）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況 

定員適正化計画年次別内訳（平成16年４月１日現在） 

区　分 

一般行政職 

経験年数10年以上 
15年未満 

経験年数15年以上 
20年未満 

経験年数20年以上 
25年未満 

 283,200 円  

 224,600 円  

 324,800 円  

 283,800 円  

 376,200 円  

 337,700 円  

大学卒 

高校卒 

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成16年４月１日現在） 

職員手当の状況（平成16年12月１日現在） 

区　　　分 

標準的な 
職務内容 

職　員　数 

主事補 主事 課長 部長 主事 
係長 
主査 

主幹 
係長 

主幹 
係長 

次長 
課長 

構　成　比 

１年前の  
構成比 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計 

 5 人 

1.6% 

1.6%

 19人 

6.0% 

5.6%

 29人 

9.2% 

9.4%

 63人 

20.0% 

21.0%

12人 

3.8% 

2.8%

 127人 

40.3% 

40.8%

 35人 

11.1% 

11.3%

 14人 

4.5% 

4.1%

 11人 

3.5% 

3.4%

 315人 

100% 

100%参
考 

（７）昇給期間短縮の状況 

区　　　分 

15年度 

14年度 

合　計 

職　　員　　数（Ａ） 

普通昇給期間(12月)を短縮して 
昇給した職員数（Ｂ） 

普通昇給期間(12月)を短縮して 
昇給した職員数（Ｂ） 

比率（Ｂ）/（Ａ） 

比率（Ｂ）/（Ａ） 

職　　員　　数（Ａ） 

一般職 現業職 

  334 人  

 33 人  

9.9 %  

 334 人  

 39 人  

11.7 % 

 319 人  

33 人  

10.3 %  

 319 人  

 38 人  

11.9 % 

 15 人  

0 人  

0.0 %  

 15 人  

 1 人  

6.7 % 

(注) 退職手当一人当たり平均支給額は、平成14年度に退職した全職種に係る職員に支給 
　　された平均額である。 

糸　　満　　市 国 

（８）職員手当の状況（平成16年12月１日現在） 

2.1月分  

2.3月分  

－  

4.4月分  

21.0月分   

33.75月分   

47.5月分   

60.0月分  

28.875月分   

44.335月分   

60.99月分   

60.99月分  

21,881千円   

 

21.0月分   

33.75月分   

47.5月分   

59.28月分  

27.3月分   

42.12月分   

59.28月分   

59.28月分  

2.1月分  

2.3月分  

－  

4.4月分  

1.4月分  

1.6月分  

－  

3.0月分  

0.7月分  

0.7月分  

－  

1.4月分  

2.1月分  

2.3月分  

－  

4.4月分  

－ 

－ 

－ 

－ 

区　　分  

６　月　期  

12　月　期  

３　月　期  

計  

勤続 20年 

勤続 25年 

勤続 35年 

最高 限度額 

区　　分 

その他加算措置 

退職時の 
特別昇給 

定年前早期退職特別加算措置 
(2～20％加算)

勧奨退職　1号給～3号給 
 

定年前早期退職特別加算措置 
(2～20％加算)

一人当たり 
平均支給額 － － － 

自己都合退職 勧奨・定年退職 自己都合退職 勧奨・定年退職 

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 期
末
手
当
・
勤
勉
手
当 

退
　
　
職
　
　
手
　
　
当 

支
　
給
　
率 

区　　　　　　　　　　分 全　　職　　種 

特殊勤務 

手　当 

平成15年度 

時間外 

勤　務 

手　当 

32.9%    

 51,000 円    

25   

39,511千円   

85千円   

50,840千円   

105千円  

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員一人当たり平均支給年額 

手当の種類(手当数） 

15年度 

14年度 

代表的な手当の名称 
(多くの職員に支給されている手当)

税務手当、消防手当、保育士 
手当、福祉事務従事手当 

支 給 総 額  

職員一人当たり支給年額 

支 給 総 額  

職員一人当たり支給年額 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

同　じ 

異なる 

異なる 

配　偶　者 

２人  ま  で 

３人目から 

自宅 

借家 

2,500円 

月額12,000円を超える職員に支給。 

内訳、12,000円～23,000円以下の場合 

　家賃－12,000円＝住居手当 

　23,000円を超える場合 

　（家賃－23,000円）×1/2＋11,000円 

　　　　　　　　　　　　　＝住居手当 

支給限度額は、27,000円 

13,500円 

6,000円 

5,000円 

16歳～22歳の子一人に 
つき5,000円の加算あり 

通勤距離2ｋｍ以上で、交通機関（バス等）を利用している職員に支給。 
バス通勤者は、運賃相当額55,000円までは実費支給 
自家用車を利用している者は距離に応じて2,000円～24,500円 

区　分 内　　　　容 国の制度との異同 

土地開発公社経理係減員 

 

 

 

 

観光農園推進室減員 

 

契約管財1、建設2、公社2減員 

 

給食センター退職不補充 

警備体制拡充による増員 

 

 

8 

86 

32 

90 

21 

0 

36 

7 

45 

325 

109 

44 

153 

17 

7 

18 

42 

520

8 

85 

32 

91 

21 

0 

35 

7 

40 

319 

106 

46 

152 

17 

7 

18 

42 

513

0 

 ▲ 1 

0 

 1 

0 

0 

▲ 1 

0 

▲ 5 

▲ 6 

▲ 3 

2 

▲ 1 

0 

0 

0 

0 

▲ 7

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門 

特
別
行
政 

部
　
　
門 

等 

公
営
企
業 

会
計
部
門 

職　　員　　数 

平成15年 平成16年 

対 前 年 
増 減 数 

主  な  増  減  理  由 

議 会  

総 務  

税 務  

民 生  

衛 生  

労 働  

農 林 水 産  

商 工  

土 木  

小 計  

教 育  

消 防  

小 計  

水 道  

下 水 道  

そ の 他  

小 計  

合　　　計 

実質収支 

6月期　1.60月分 
12月期　1.70月分 

計　3.30月分 
 

加算措置　有 

749,000 円 

641,000 円 

585,000 円 

469,000 円 

419,000 円 

407,000 円 

407,000 円 

396,000 円 

区　　　分 給料月額等 期末手当の支給割合 

市 長     

助 役     

収 入 役     

議 長     

副 議 長     

常  任 委 員 長    

議会運営委員長    

議 員    

①定員適正化目標　　　　　平成１３年度を基準として定員５３２名を平成２３年度までに１０％（５３名）削減する 
 
②定員適正化手法の概要　　１　事務事業の民間委託の推進　　　２　組織、機構の見直し　　　　　３　嘱託員及び臨時職員の活用 
　　　　　　　　　　　　　４　新規事務事業への対応　　　　　５　事務事業の整理合理化推進　　６　ＩＴ化の推進 
　　　　　　　　　　　　　７　人材育成と適材適所の配置 

　　　　　　　　年　　度 

　 部　　署 

   議会事務局 

   市長部局 

   選挙管理委員会 

   監査事務局 

   教育委員会 

   水道企業局 

   農業委員会 

   消防本部 

①定数職員実員数計 

   土地開発公社 

   南部広域行政組合 

   シルバー人材センター 

   糸豊清掃施設組合 

   公共施設管理センター 

②定数外職員計 

③休職者数 

④小計①＋②＋③ 

⑤定員削減数 

⑥退職者数計 

基準年度 

  Ｈ１３ 

8 

322 

2 

3 

111 

18 

4 

43 

511 

15 

－ 

1 

1 

4 

21 

－ 

532 

－ 

15

１年目 

  Ｈ１４ 

8 

320 

2 

3 

108 

18 

4 

43 

506 

14 

－ 

1 

1 

3 

19 

1 

526 

6 

13

２年目 

  Ｈ１５ 

8 

317 

2 

3 

108 

17 

4 

43 

502 

13 

1 

－ 

1 

3 

18 

1 

521 

5 

14

３年目 

  Ｈ１６ 

8 

313 

2 

3 

104 

17 

4 

45 

496 

10 

1 

－ 

1 

3 

15 

4 

515 

6 

20

４年目 

  Ｈ１７ 

7 

313 

2 

3 

105 

17 

4 

50 

501 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

514 

1 

7

５年目 

  Ｈ１８ 

7 

313 

2 

3 

102 

17 

4 

50 

498 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

511 

3 

3

６年目 

  Ｈ１９ 

7 

313 

2 

3 

101 

17 

4 

50 

497 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

510 

1 

22

７年目 

  Ｈ２０ 

7 

308 

2 

3 

100 

17 

4 

50 

491 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

504 

6 

19

８年目 

  Ｈ２１ 

7 

304 

2 

3 

98 

17 

4 

50 

485 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

498 

6 

23

９年目 

  Ｈ２２ 

7 

298 

2 

3 

97 

17 

4 

50 

478 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

491 

7 

30

10年目 

  Ｈ２３ 

7 

289 

2 

3 

94 

17 

4 

50 

466 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

479 

12 

24

計　 
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糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします 

平成16年度歳出額 

職員の平均給料月額及び年齢の状況 

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況 

人件費　 
3,828,527円 
（17.0％） 

事業費等  
18,752,998円 
（83.0％） 

0

5万 

10万 

15万 

20万 

25万 

30万 

35万 

40万 44.2 
歳 40.2 

歳 

42.3 
歳 

50.0歳 

47.9 
歳 

45.0 
歳 

一般行政職 

大学卒 高校卒 

糸満市 国 県 

現業職 

0

5万 

10万 

15万 

20万 

25万 

30万 

35万 

40万 

経験年数10年 
以上15年未満 

経験年数15年 
以上20年未満 

経験年数20年 
以上25年未満 

一般行政職の級別職員数の状況 

１級 5人 

２級 19人 

３級 29人 

４級 63人 

５級 12人 ６級 127人 

７級 35人 

８級 14人 

９級 11人 



－４－ －５－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします 糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします 
（１）人件費の状況(普通会計決算） 

区分 歳出額A 人件費B
住民基本台帳人口 
(16年３月31日)

人件費率 
（B/A） 

参　　考 
13  年 度 
人件費率 

人 
56,978

(注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。 

千円 
22,581,525

千円 
245,848

千円 
3,828,527

％ 
17.0

％ 
17.1

15年度 

（２）職員給与費の状況（普通会計予算） 

区分 
給料 職員手当 計　Ｂ 期末・勤勉手当 

給 　　与 　　費 
職員数 
A

一人当たり 
給与費 
（B/A） 

人 
452

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。 
　　　２．給与費は当初予算に計上された額である。 

千円 
1,930,490

千円 
212,511

千円 
772,772

千円 
2,915,773

千円 
6,451

16年度 

（３）職員の平均給料月額及び年齢の状況（平成16年４月１日現在） 

区分 
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

一　般　行　政　職 現　　　業　　　職 

 348,400 円  

 327,555 円  

 339,500 円  

44.2 歳  

40.2 歳  

42.3 歳  

50.0 歳  

47.9 歳  

45.0 歳  

 358,700 円  

 283,384 円  

 311,600 円  

糸満市 

国 

県 

（４）職員の初任給状況(平成16年４月１日現在)

区　分 

一般行政職 

初任給(円) 2年経過後(円) 初任給(円) 2年経過後(円)

糸　満　市 国 

170,700  

138,800 

184,400  

148,500 

170,700  

138,800 

184,400  

148,500 

大学卒 

高校卒 

（５）職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成16年４月１日現在） 

（９）特別職の報酬等の状況（平成16年12月１日現在） （10）部門別職員数の状況と主な増減理由 

（10）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況 

定員適正化計画年次別内訳（平成16年４月１日現在） 

区　分 

一般行政職 

経験年数10年以上 
15年未満 

経験年数15年以上 
20年未満 

経験年数20年以上 
25年未満 

 283,200 円  

 224,600 円  

 324,800 円  

 283,800 円  

 376,200 円  

 337,700 円  

大学卒 

高校卒 

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成16年４月１日現在） 

職員手当の状況（平成16年12月１日現在） 

区　　　分 

標準的な 
職務内容 

職　員　数 

主事補 主事 課長 部長 主事 
係長 
主査 

主幹 
係長 

主幹 
係長 

次長 
課長 

構　成　比 

１年前の  
構成比 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計 

 5 人 

1.6% 

1.6%

 19人 

6.0% 

5.6%

 29人 

9.2% 

9.4%

 63人 

20.0% 

21.0%

12人 

3.8% 

2.8%

 127人 

40.3% 

40.8%

 35人 

11.1% 

11.3%

 14人 

4.5% 

4.1%

 11人 

3.5% 

3.4%

 315人 

100% 

100%参
考 

（７）昇給期間短縮の状況 

区　　　分 

15年度 

14年度 

合　計 

職　　員　　数（Ａ） 

普通昇給期間(12月)を短縮して 
昇給した職員数（Ｂ） 

普通昇給期間(12月)を短縮して 
昇給した職員数（Ｂ） 

比率（Ｂ）/（Ａ） 

比率（Ｂ）/（Ａ） 

職　　員　　数（Ａ） 

一般職 現業職 

  334 人  

 33 人  

9.9 %  

 334 人  

 39 人  

11.7 % 

 319 人  

33 人  

10.3 %  

 319 人  

 38 人  

11.9 % 

 15 人  

0 人  

0.0 %  

 15 人  

 1 人  

6.7 % 

(注) 退職手当一人当たり平均支給額は、平成14年度に退職した全職種に係る職員に支給 
　　された平均額である。 

糸　　満　　市 国 

（８）職員手当の状況（平成16年12月１日現在） 

2.1月分  

2.3月分  

－  

4.4月分  

21.0月分   

33.75月分   

47.5月分   

60.0月分  

28.875月分   

44.335月分   

60.99月分   

60.99月分  

21,881千円   

 

21.0月分   

33.75月分   

47.5月分   

59.28月分  

27.3月分   

42.12月分   

59.28月分   

59.28月分  

2.1月分  

2.3月分  

－  

4.4月分  

1.4月分  

1.6月分  

－  

3.0月分  

0.7月分  

0.7月分  

－  

1.4月分  

2.1月分  

2.3月分  

－  

4.4月分  

－ 

－ 

－ 

－ 

区　　分  

６　月　期  

12　月　期  

３　月　期  

計  

勤続 20年 

勤続 25年 

勤続 35年 

最高 限度額 

区　　分 

その他加算措置 

退職時の 
特別昇給 

定年前早期退職特別加算措置 
(2～20％加算)

勧奨退職　1号給～3号給 
 

定年前早期退職特別加算措置 
(2～20％加算)

一人当たり 
平均支給額 － － － 

自己都合退職 勧奨・定年退職 自己都合退職 勧奨・定年退職 

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 期
末
手
当
・
勤
勉
手
当 

退
　
　
職
　
　
手
　
　
当 

支
　
給
　
率 

区　　　　　　　　　　分 全　　職　　種 

特殊勤務 

手　当 

平成15年度 

時間外 

勤　務 

手　当 

32.9%    

 51,000 円    

25   

39,511千円   

85千円   

50,840千円   

105千円  

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員一人当たり平均支給年額 

手当の種類(手当数） 

15年度 

14年度 

代表的な手当の名称 
(多くの職員に支給されている手当)

税務手当、消防手当、保育士 
手当、福祉事務従事手当 

支 給 総 額  

職員一人当たり支給年額 

支 給 総 額  

職員一人当たり支給年額 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

同　じ 

異なる 

異なる 

配　偶　者 

２人  ま  で 

３人目から 

自宅 

借家 

2,500円 

月額12,000円を超える職員に支給。 

内訳、12,000円～23,000円以下の場合 

　家賃－12,000円＝住居手当 

　23,000円を超える場合 

　（家賃－23,000円）×1/2＋11,000円 

　　　　　　　　　　　　　＝住居手当 

支給限度額は、27,000円 

13,500円 

6,000円 

5,000円 

16歳～22歳の子一人に 
つき5,000円の加算あり 

通勤距離2ｋｍ以上で、交通機関（バス等）を利用している職員に支給。 
バス通勤者は、運賃相当額55,000円までは実費支給 
自家用車を利用している者は距離に応じて2,000円～24,500円 

区　分 内　　　　容 国の制度との異同 

土地開発公社経理係減員 

 

 

 

 

観光農園推進室減員 

 

契約管財1、建設2、公社2減員 

 

給食センター退職不補充 

警備体制拡充による増員 

 

 

8 

86 

32 

90 

21 

0 

36 

7 

45 

325 

109 

44 

153 

17 

7 

18 

42 

520

8 

85 

32 

91 

21 

0 

35 

7 

40 

319 

106 

46 

152 

17 

7 

18 

42 

513

0 

 ▲ 1 

0 

 1 

0 

0 

▲ 1 

0 

▲ 5 

▲ 6 

▲ 3 

2 

▲ 1 

0 

0 

0 

0 

▲ 7

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門 

特
別
行
政 

部
　
　
門 

等 

公
営
企
業 

会
計
部
門 

職　　員　　数 

平成15年 平成16年 

対 前 年 
増 減 数 

主  な  増  減  理  由 

議 会  

総 務  

税 務  

民 生  

衛 生  

労 働  

農 林 水 産  

商 工  

土 木  

小 計  

教 育  

消 防  

小 計  

水 道  

下 水 道  

そ の 他  

小 計  

合　　　計 

実質収支 

6月期　1.60月分 
12月期　1.70月分 

計　3.30月分 
 

加算措置　有 

749,000 円 

641,000 円 

585,000 円 

469,000 円 

419,000 円 

407,000 円 

407,000 円 

396,000 円 

区　　　分 給料月額等 期末手当の支給割合 

市 長     

助 役     

収 入 役     

議 長     

副 議 長     

常  任 委 員 長    

議会運営委員長    

議 員    

①定員適正化目標　　　　　平成１３年度を基準として定員５３２名を平成２３年度までに１０％（５３名）削減する 
 
②定員適正化手法の概要　　１　事務事業の民間委託の推進　　　２　組織、機構の見直し　　　　　３　嘱託員及び臨時職員の活用 
　　　　　　　　　　　　　４　新規事務事業への対応　　　　　５　事務事業の整理合理化推進　　６　ＩＴ化の推進 
　　　　　　　　　　　　　７　人材育成と適材適所の配置 

　　　　　　　　年　　度 

　 部　　署 

   議会事務局 

   市長部局 

   選挙管理委員会 

   監査事務局 

   教育委員会 

   水道企業局 

   農業委員会 

   消防本部 

①定数職員実員数計 

   土地開発公社 

   南部広域行政組合 

   シルバー人材センター 

   糸豊清掃施設組合 

   公共施設管理センター 

②定数外職員計 

③休職者数 

④小計①＋②＋③ 

⑤定員削減数 

⑥退職者数計 

基準年度 

  Ｈ１３ 

8 

322 

2 

3 

111 

18 

4 

43 

511 

15 

－ 

1 

1 

4 

21 

－ 

532 

－ 

15

１年目 

  Ｈ１４ 

8 

320 

2 

3 

108 

18 

4 

43 

506 

14 

－ 

1 

1 

3 

19 

1 

526 

6 

13

２年目 

  Ｈ１５ 

8 

317 

2 

3 

108 

17 

4 

43 

502 

13 

1 

－ 

1 

3 

18 

1 

521 

5 

14

３年目 

  Ｈ１６ 

8 

313 

2 

3 

104 

17 

4 

45 

496 

10 

1 

－ 

1 

3 

15 

4 

515 

6 

20

４年目 

  Ｈ１７ 

7 

313 

2 

3 

105 

17 

4 

50 

501 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

514 

1 

7

５年目 

  Ｈ１８ 

7 

313 

2 

3 

102 

17 

4 

50 

498 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

511 

3 

3

６年目 

  Ｈ１９ 

7 

313 

2 

3 

101 

17 

4 

50 

497 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

510 

1 

22

７年目 

  Ｈ２０ 

7 

308 

2 

3 

100 

17 

4 

50 

491 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

504 

6 

19

８年目 

  Ｈ２１ 

7 

304 

2 

3 

98 

17 

4 

50 

485 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

498 

6 

23

９年目 

  Ｈ２２ 

7 

298 

2 

3 

97 

17 

4 

50 

478 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

491 

7 

30

10年目 

  Ｈ２３ 

7 

289 

2 

3 

94 

17 

4 

50 

466 

8 

－ 

－ 

1 

3 

12 

1 

479 

12 

24

計　 
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166

糸満市職員の給与・定員管理等についてお知らせします 

平成16年度歳出額 

職員の平均給料月額及び年齢の状況 

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況 

人件費　 
3,828,527円 
（17.0％） 

事業費等  
18,752,998円 
（83.0％） 

0

5万 

10万 

15万 

20万 

25万 

30万 

35万 

40万 44.2 
歳 40.2 

歳 

42.3 
歳 

50.0歳 

47.9 
歳 

45.0 
歳 

一般行政職 

大学卒 高校卒 

糸満市 国 県 

現業職 

0

5万 

10万 

15万 

20万 

25万 

30万 

35万 

40万 

経験年数10年 
以上15年未満 

経験年数15年 
以上20年未満 

経験年数20年 
以上25年未満 

一般行政職の級別職員数の状況 

１級 5人 

２級 19人 

３級 29人 

４級 63人 

５級 12人 ６級 127人 

７級 35人 

８級 14人 

９級 11人 



      

最
優
秀
賞
（
中
学
二
年
の
部
） 

 

『
み
ん
な
で
守
る
　
大
切
な
き
ま
り
』 

                                  

三
和
中
学
校 

                                

山
城
　
麻
里 

　 　 　
糸
満
市
民
憲
章
第
四
章
は
こ
う
記
さ
れ
て

い
ま
す
。  

 

「
私
た
ち
は
、
き
ま
り
を
守
り
、
あ
た
た
か

い
心
の
つ
な
が
り
を
育
て
ま
し
ょ
う
」  

　
私
達
の
生
活
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
き
ま

り
が
あ
り
ま
す
。
時
間
、
身
な
り
、
言
葉
遣

い
…
。
き
ま
り
は
、
私
達
が
安
全
に
、
平
和

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。  

　
し
か
し
、
最
近
私
は
思
う
の
で
す
が
、
私

達
糸
満
市
民
は
、
本
当
に
き
ち
ん
と
き
ま
り

を
守
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
身
近
に
あ

る
二
つ
の
例
か
ら
、
き
ま
り
に
つ
い
て
も
っ

と
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。  

　
一
つ
目
は
「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
」
に
つ
い

て
で
す
。
私
が
学
校
を
終
え
て
道
を
歩
い
て

い
る
と
、
お
か
し
や
タ
バ
コ
の
ゴ
ミ
が
よ
く

目
に
つ
き
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
見
る
と
、
拾
っ

て
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
の
で
す
が
、
ゴ
ミ
の
多

さ
に
と
て
も
悲
し
く
な
る
の
で
す
。
ゴ
ミ
を

ポ
イ
捨
て
す
る
と
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
海
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
、
イ
ル
カ
や
海
ガ
メ

が
エ
サ
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
い
、
死
ん

で
し
ま
う
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。  

　
私
達
が
自
分
勝
手
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す

る
事
で
、
全
く
関
係
の
な
い
動
物
や
植
物
が

苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
止
め
る
た

め
に
私
達
が
で
き
る
事
は
、
ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
と
い
う
き
ま
り
を
守
る
事
な
の
で
す
。  

　
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ゴ
ミ
は

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
事
。
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は

拾
う
事
。
捨
て
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
ち
ゃ

ん
と
注
意
す
る
事
。
こ
の
三
つ
が
大
切
で
す
。 

「
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」
と
い
う
き
ま
り
を

守
り
、
緑
豊
か
で
き
れ
い
な
糸
満
市
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。  

　
二
つ
目
は
「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
で
す
。  

　
私
の
住
ん
で
い
る
字
米
須
に
は
、
元
気
で

お
も
し
ろ
い
人
達
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
そ

ん
な
人
達
と
道
で
バ
ッ
タ
リ
会
っ
た
時
に
、 

毎
回
欠
か
さ
な
い
の
が
あ
い
さ
つ
で
す
。  

 

「
こ
ん
に
ち
は
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
」  

 

「
あ
い
！
　
こ
ん
に
ち
は
」  

　
こ
う
し
て
、
会
う
度
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

す
る
こ
と
で
、
そ
の
一
日
が
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
は
、
あ
た
り
前

の
様
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
の
環
境
を
と

て
も
大
切
に
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
街
で

は
あ
ま
り
見
る
事
の
な
い
光
景
だ
か
ら
で
す
。 

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
と
、
周
り
の
人
と
交
流

も
で
き
ず
、
印
象
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
だ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
だ
と
い
う
事
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

で
す
。
あ
い
さ
つ
は
き
ま
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

で
も
、  

 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」  

　
こ
の
一
言
で
、 

た
く
さ
ん
の
人
が
気
持
ち

よ
く
一
日
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
で
き
る
の

で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
あ
い
さ
つ
は
き
ま

り
じ
ゃ
な
く
て
も
、
私
達
が
生
き
て
い
く
上

で
や
っ
ぱ
り
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
心
が
け
、
み
ん

な
仲
良
し
な
糸
満
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。  

　
私
は
現
在
、 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
部
活
の
中
に

も
た
く
さ
ん
の
き
ま
り
が
あ
る
事
に
気
づ
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
試
合
前
に
は
ま
ず
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
中
に
入
れ
る
な
ど
の
身
な
り

に
つ
い
て
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
次
に
、 

「
お
願
い
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
の
、
始
ま
り
、
終
わ
り
の
あ

い
さ
つ
を
す
る
き
ま
り
。
そ
れ
か
ら
、
審
判

や
監
督
な
ど
目
上
の
人
に
対
し
て
敬
語
を
使

う
と
い
う
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
の
き
ま
り
な

ど
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 

学
校
生
活
で
の
き
ま
り
も
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
私
達
が
今
守
っ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
き
ま
り
は
、
私
達
の
将

来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
達
は
大
人
に
な
る
と
、
社
会
に
出

て
仕
事
を
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
き
ま
り

を
守
ら
ず
に
自
分
勝
手
な
行
動
を
す
る
と
、

周
り
の
人
の
信
用
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
う
な
ら
な
い
為
に
も
今
、
学
校
生
活
や
部

活
動
で
、
き
ま
り
を
守
る
事
を
教
え
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も

こ
の
き
ま
り
を
、
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。  

　
私
達
の
生
活
の
中
に
あ
る
、
た
く
さ
ん
の

き
ま
り
。
そ
の
き
ま
り
を
守
る
事
は
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
、
相
手
を
思
い
や
る
事
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
き
ま
り
を
守
る
事

で
街
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
何
よ
り
人
の
心

が
き
れ
い
に
な
る
の
は
事
実
で
す
。
私
は
こ

の
作
文
を
書
く
事
で
、
改
め
て
き
ま
り
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
作
文

を
書
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
し
、
こ

れ
を
読
ん
だ
人
が
一
人
で
も
多
く
、
き
ま
り

の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
く
れ
れ
ば
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。  

　
こ
れ
か
ら
先
、
明
る
く
平
和
な
未
来
を
築

き
あ
げ
て
い
く
の
は
、
私
達
人
間
で
す
。
そ

し
て
き
ま
り
を
守
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
未

来
へ
の
第
一
歩
な
の
で
す
。  

 

「
私
た
ち
は
、
き
ま
り
を
守
り
、
あ
た
た
か

い
心
の
つ
な
が
り
を
育
て
ま
し
ょ
う
」  

　
こ
の
市
民
憲
章
が
、
糸
満
市
か
ら
世
界
中

へ
広
ま
り
、
一
人
一
人
が
き
ま
り
を
守
る
よ

う
心
が
け
、
そ
し
て
み
ん
な
で
明
る
い
未
来

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

最
優
秀
賞
（
中
学
三
年
の
部
） 

 

『
お
盆
の
夏
』 

                                 
潮
平
中
学
校 

                               
照
屋
　
勇
人 

   

　 

「
お
盆
ま
で
に
名
城
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
を
、
綺
麗
に
す
る
よ
」
と
い
う
お
ば
さ
ん

の
一
言
で
、
僕
の
夏
休
み
は
、
「
お
盆
の
夏
」 

と
な
り
ま
し
た
。  

　
八
月
の
最
初
の
週
の
土
曜
日
、
朝
十
時
に

お
ば
さ
ん
や
兄
た
ち
五
名
と
名
城
の
祖
母
の

家
に
向
か
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
来
た
祖

母
の
家
は
、
ふ
だ
ん
空
家
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

そ
の
草
を
刈
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
草

は
、
刈
っ
て
も
刈
っ
て
も
減
ら
ず
刈
っ
て
は

燃
や
し
、
刈
っ
て
は
燃
や
し
て
の
時
間
が
過

ぎ
さ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
で
、
ま
だ
新

し
い
ヘ
ビ
の
ぬ
け
が
ら
が
あ
り
、
僕
は
と
て

も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
大
声
を
あ
げ
、
お
ば
さ
ん

の
所
に
走
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
を

呼
び
、
ぬ
け
が
ら
を
持
ち
上
げ
て
見
せ
る
と
、 

し
り
も
ち
を
つ
い
た
の
で
、
僕
は
笑
っ
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
お
ち
つ
く
と
、
「
ヘ

ビ
の
ぬ
け
が
ら
を
見
つ
け
る
と
い
い
事
が
あ

る
よ
」
と
お
ば
さ
ん
が
言
っ
た
の
で
、
僕
は

少
し
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
じ
も
一
段

落
し
、
夜
に
な
る
と
星
空
が
と
て
も
輝
い
て

い
て
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
名
城
は
、
夜

に
な
る
と
明
か
り
が
無
く
て
と
て
も
暗
い
の

で
、
よ
り
一
層
綺
麗
に
見
え
ま
し
た
。  

　
次
の
週
、
祖
父
が
本
土
の
方
か
ら
帰
っ
て

来
ま
し
た
。
翌
日
、
祖
父
は
、
板
を
買
っ
て

き
て
こ
わ
れ
て
い
た
床
を
直
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
、
ギ
シ
ギ
シ
き
し
ん
で
い
た
床
は
、

綺
麗
に
な
り
ち
ゃ
ん
と
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
祖
父
は
、
ボ
ロ
ボ

ロ
だ
っ
た
壁
や
天
井
な
ど
も
直
し
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
僕
は
天
井
か
ら
落
ち
て
く
る
木
の

く
ず
や
、
ヤ
モ
リ
の
ふ
ん
な
ど
を
、
ホ
ウ
キ

で
は
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
古

く
て
使
え
な
く
な
っ
た
タ
タ
ミ
を
、
燃
や
し

ま
し
た
。
燃
や
し
て
い
る
時
に
煙
が
体
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
、
体
中
が
煙
の
に
お
い
が
し

ま
し
た
。
お
風
呂
に
入
り
何
回
シ
ャ
ン
プ
ー

を
つ
け
て
も
、
髪
の
に
お
い
は
な
か
な
か
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
日
、
祖
父
は
僕
た
ち

に
、
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
言
い
残
し
て
本

土
の
方
へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。  

　
次
の
週
に
な
る
と
、
い
草
で
草
の
冠
を
自

分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の

使
っ
た
い
草
の
枝
で
、
先
祖
様
達
が
食
事
の

時
に
使
う
箸
も
作
り
ま
し
た
。  

　
お
ば
さ
ん
が
、
草
の
冠
は
ウ
ー
ク
イ
の
時
、 

先
祖
が
頭
の
上
に
お
い
て
、
そ
の
草
の
冠
の

上
に
お
土
産
の
荷
物
を
の
せ
て
帰
る
時
に
使

う
の
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。  

　
僕
は
、
そ
の
話
を
聞
い
て
、
上
等
な
も
の

を
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
一
生
懸
命
作
り

ま
し
た
。
僕
は
、
草
の
冠
を
初
め
て
作
っ
た

の
で
、
良
い
体
験
を
し
た
な
と
思
い
ま
し
た
。  

　
お
盆
ま
で
一
週
間
前
に
な
っ
て
お
ば
さ
ん

が
ぼ
ん
ぼ
り
を
買
っ
て
来
ま
し
た
。
他
に
、

煮
物
に
使
う
コ
ン
ブ
や
人
参
な
ど
の
材
料
を

買
い
そ
ろ
え
て
お
き
ま
し
た
。  

　
そ
し
て
、
お
盆
当
日
の
ウ
ン
ケ
ー
の
日
。

お
ば
さ
ん
が
ジ
ュ
ー
シ
ー
を
作
っ
て
お
供
え

を
し
、
先
祖
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
翌
日
に

は
親
戚
回
り
を
し
、
久
し
ぶ
り
に
親
戚
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
、
元
気
そ
う
な
の
で
少

し
安
心
し
ま
し
た
。  

　
お
盆
最
後
の
ウ
ー
ク
イ
の
日
。
お
ば
さ
ん

は
、
煮
物
や
揚
げ
物
な
ど
の
お
供
え
物
を
作

り
、
重
箱
に
つ
め
て
、
お
供
え
を
し
ま
し
た
。  

　
夕
食
が
終
わ
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ウ

チ
カ
ビ
と
い
う
、
天
国
で
使
う
お
金
や
お
供

え
物
や
草
の
冠
を
燃
や
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、 

ぼ
く
が
作
っ
た
冠
に
お
み
や
げ
を
の
せ
て
帰

る
先
祖
の
姿
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ウ
ー
ク
イ
も
終
わ
り
、
僕
の
夏
休
み
も
共

に
終
わ
り
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
、
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
全
て
手
伝
う
お
盆
は
、
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し
た
け

ど
、
と
て
も
良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
沖

縄
に
昔
か
ら
伝
わ
る
風
習
を
目
の
あ
た
り
に

し
、
祖
先
を
大
切
に
す
る
沖
縄
の
心
を
と
て

も
温
か
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕
も
そ
の
沖

縄
の
心
、
沖
縄
の
風
習
を
大
事
に
し
、
引
継

い
で
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

－６－ －７－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

交流職員コラム 　第10回 
網走市・糸満市派遣交流職員 

 竹岡 亮 
糸満市・網走市派遣交流職員 

山城 政彦 

　こんにちは。交流職

員山城です。流氷が海

岸から見えるように

なった日を流氷初日と

呼んでいます。今年は

平年より６日遅く、待

ち望む人たちにとって

は焦らされた感じがあ

ります。「北の新大陸

発見！あったか網走」

も無事オープニングを迎え、地元の幼稚園児らを招いてセレモ

ニーを行いました。約１ヶ月間のイベント準備ではたくさんの

人たちの協力があり、携わった１人としては感謝の気持ちでいっ

ぱいです。今年も去年と同様、より多くの地元の人や、観光客

に楽しんでもらいたいと意気込んでいます。会場が北海道内外

のお客さんで賑わっているのを見ると、今後の網走の観光には

期待が持てそうに感じました。 

 以前、この欄で沖縄県における平和学習の人気について書き

ました。沖縄県、特に糸満市は、平和の貴さの象徴になってい

ることに間違いないでしょう。しかし沖縄県では、「平和」と

言えば、ある国の戦争していない状況という意味しか表してい

ない気がします。そういう意味では、イギリスも日本も、現在

「平和」に恵まれています。  

　しかしながら、僕にとって「平和」は戦争が起こっていない

状況という意味だけではなくて、精神的に落ち着きがあるとい

う意味も含まれます。不思議なことに、糸満市の中心市街にお

いては、その「落ち着き」はなかなか見付からないものです。

路沿いに次々とパチンコ屋さんができてきて、ネオンの光と派

手なペイントの建物で街の景観を変えています。パチンコ屋さ

んに入ると、煙たくて、ガチャガチャする音に頭と耳を攻撃さ

れて、精神的には戦地にいるような気分になります。僕にはこ

れはどうも平和な落ち着ける場所には思えません。と言うのも、

イギリスはスロットはありますがパチンコ屋さんはないから、

僕はおそらくパチンコ文化がよく理解していないとも思えます。 

　糸満市は綺麗なところですが、それほど知られていないとい

う印象も受けます。だから当然、経済的な発展が必要ではない

でしょうか。だが、今「まちづくり」の名にのってブームとなっ

ているパチンコは、糸満の平和（平穏）を壊さないようにして

いただければと思います。あらゆる国、そして市町村には、似

たような問題に直面していると思いますが、ここ糸満市では、

パチンコのパワー（経済発展力）か平和の尊さか、どちらの方

が大事にされているのでしょうか。 

第32回 

【ご意見・ご感想はこちらへ】 
メールアドレス：ItomanshiCIR@city.itoman.okinawa.jp

ラ－・メイソン（国際交流員・イギリス出身） 

　I have written in this column before about the striking populari-

ty of peace studies in Okinawa. This prefecture, in particular this 

city, is undoubtedly a symbol of understanding for the precious-

ness of peace. However, in Okinawa, it seems that the meaning 

of peace is generally regarded only as the continued state of a 

warless country. In this sense, both the UK and Japan are current-

ly blessed with peace.

　For me, however, peace is not just about a warless status quo, 

it is “peace of mind”. In central Itoman this is a strangely rare 

commodity. Pachinko parlors now line the streets of the city cen-

ter, changing the face of the town with their neon lights and gar-

ish colors. To enter into one of these smoky racket houses is to 

take one’s head into a mental battlefield, as far from peace as 

the cries of war. In the UK, although there are slot machines, 

there are no pachinko parlors, so perhaps it is just difficult for me 

to truly appreciate pachinko culture?

  Itoman is a beautiful, but sometimes forgotten place and, of 

course, there is a need for economic development. I just hope 

that the current pachinko boom, riding on the wave of machizu-

kuri (“town creation”), does not destroy the city’s peace. Ev-

ery country, city and town face similar questions, but here I won-

der which holds the greater value; the power of pachinko or the 

preciousness of peace?

パチンコパワー 対 平和の尊さ 

　当たり前とお思いかもしれませんが、春ですね。暖かいです。

桜の木も葉の緑が目立ち、私の糸満での任期もあとほんのわず

かになっています。糸満では車はクーラー、晴れた日は海に入

りたくなり、ビーチパーリィーも可。一方、網走では車はヒー

ター、海には流氷がプカプカ。スキーやスノーボードで楽しみ

ます。どちらもお互いの環境は当たり前ではないことだらけ。

私は道産子から『沖縄なんて暑過ぎて住めないっ！』、島人か

ら『気温が零下での生活なんて想像できないっ！』という話を

聞きました。しかし、どちらも永ら

くヒトが社会的生活を営んでいて、

それぞれに適した暮らし方があります。

“北の大地”＝“苛酷な環境”と想

像しがちですが、夏はすこぶる快適で、

冬は室外が寒いだけ。アウトドアスポー

ツが盛んなのも冬です。外は白い雪

の夜。中はあったか鍋の湯気。もし

苛酷な環境をお求めであればご用意

することもできますが…。 

「流氷まつり」で作ったシーサーの雪像 

ほんの少しのうーじとーし 
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憲
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『
み
ん
な
で
守
る
　
大
切
な
き
ま
り
』 

                                  

三
和
中
学
校 

                                

山
城
　
麻
里 

　 　 　
糸
満
市
民
憲
章
第
四
章
は
こ
う
記
さ
れ
て

い
ま
す
。  

 

「
私
た
ち
は
、
き
ま
り
を
守
り
、
あ
た
た
か

い
心
の
つ
な
が
り
を
育
て
ま
し
ょ
う
」  

　
私
達
の
生
活
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
き
ま

り
が
あ
り
ま
す
。
時
間
、
身
な
り
、
言
葉
遣

い
…
。
き
ま
り
は
、
私
達
が
安
全
に
、
平
和

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。  

　
し
か
し
、
最
近
私
は
思
う
の
で
す
が
、
私

達
糸
満
市
民
は
、
本
当
に
き
ち
ん
と
き
ま
り

を
守
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
身
近
に
あ

る
二
つ
の
例
か
ら
、
き
ま
り
に
つ
い
て
も
っ

と
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。  

　
一
つ
目
は
「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
」
に
つ
い

て
で
す
。
私
が
学
校
を
終
え
て
道
を
歩
い
て

い
る
と
、
お
か
し
や
タ
バ
コ
の
ゴ
ミ
が
よ
く

目
に
つ
き
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
見
る
と
、
拾
っ

て
ゴ
ミ
箱
に
入
れ
る
の
で
す
が
、
ゴ
ミ
の
多

さ
に
と
て
も
悲
し
く
な
る
の
で
す
。
ゴ
ミ
を

ポ
イ
捨
て
す
る
と
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
地

域
は
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
海
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
、
イ
ル
カ
や
海
ガ
メ

が
エ
サ
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
い
、
死
ん

で
し
ま
う
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。  

　
私
達
が
自
分
勝
手
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
す

る
事
で
、
全
く
関
係
の
な
い
動
物
や
植
物
が

苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
止
め
る
た

め
に
私
達
が
で
き
る
事
は
、
ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
と
い
う
き
ま
り
を
守
る
事
な
の
で
す
。  

　
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ゴ
ミ
は

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
事
。
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は

拾
う
事
。
捨
て
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
ち
ゃ

ん
と
注
意
す
る
事
。
こ
の
三
つ
が
大
切
で
す
。 

「
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」
と
い
う
き
ま
り
を

守
り
、
緑
豊
か
で
き
れ
い
な
糸
満
市
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。  

　
二
つ
目
は
「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
で
す
。  

　
私
の
住
ん
で
い
る
字
米
須
に
は
、
元
気
で

お
も
し
ろ
い
人
達
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
そ

ん
な
人
達
と
道
で
バ
ッ
タ
リ
会
っ
た
時
に
、 

毎
回
欠
か
さ
な
い
の
が
あ
い
さ
つ
で
す
。  

 

「
こ
ん
に
ち
は
、 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
」  

 

「
あ
い
！
　
こ
ん
に
ち
は
」  

　
こ
う
し
て
、
会
う
度
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

す
る
こ
と
で
、
そ
の
一
日
が
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
は
、
あ
た
り
前

の
様
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
の
環
境
を
と

て
も
大
切
に
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
街
で

は
あ
ま
り
見
る
事
の
な
い
光
景
だ
か
ら
で
す
。 

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
と
、
周
り
の
人
と
交
流

も
で
き
ず
、
印
象
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
だ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
だ
と
い
う
事
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

で
す
。
あ
い
さ
つ
は
き
ま
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

で
も
、  

 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」  

　
こ
の
一
言
で
、 

た
く
さ
ん
の
人
が
気
持
ち

よ
く
一
日
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
で
き
る
の

で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
あ
い
さ
つ
は
き
ま

り
じ
ゃ
な
く
て
も
、
私
達
が
生
き
て
い
く
上

で
や
っ
ぱ
り
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
心
が
け
、
み
ん

な
仲
良
し
な
糸
満
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。  

　
私
は
現
在
、 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
部
活
の
中
に

も
た
く
さ
ん
の
き
ま
り
が
あ
る
事
に
気
づ
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
試
合
前
に
は
ま
ず
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
中
に
入
れ
る
な
ど
の
身
な
り

に
つ
い
て
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
次
に
、 

「
お
願
い
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
の
、
始
ま
り
、
終
わ
り
の
あ

い
さ
つ
を
す
る
き
ま
り
。
そ
れ
か
ら
、
審
判

や
監
督
な
ど
目
上
の
人
に
対
し
て
敬
語
を
使

う
と
い
う
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
の
き
ま
り
な

ど
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 

学
校
生
活
で
の
き
ま
り
も
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
私
達
が
今
守
っ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
き
ま
り
は
、
私
達
の
将

来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
達
は
大
人
に
な
る
と
、
社
会
に
出

て
仕
事
を
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
き
ま
り

を
守
ら
ず
に
自
分
勝
手
な
行
動
を
す
る
と
、

周
り
の
人
の
信
用
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
う
な
ら
な
い
為
に
も
今
、
学
校
生
活
や
部

活
動
で
、
き
ま
り
を
守
る
事
を
教
え
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も

こ
の
き
ま
り
を
、
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。  

　
私
達
の
生
活
の
中
に
あ
る
、
た
く
さ
ん
の

き
ま
り
。
そ
の
き
ま
り
を
守
る
事
は
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
、
相
手
を
思
い
や
る
事
だ

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
き
ま
り
を
守
る
事

で
街
も
き
れ
い
に
な
る
し
、
何
よ
り
人
の
心

が
き
れ
い
に
な
る
の
は
事
実
で
す
。
私
は
こ

の
作
文
を
書
く
事
で
、
改
め
て
き
ま
り
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
作
文

を
書
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
し
、
こ

れ
を
読
ん
だ
人
が
一
人
で
も
多
く
、
き
ま
り

の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
く
れ
れ
ば
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。  

　
こ
れ
か
ら
先
、
明
る
く
平
和
な
未
来
を
築

き
あ
げ
て
い
く
の
は
、
私
達
人
間
で
す
。
そ

し
て
き
ま
り
を
守
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
未

来
へ
の
第
一
歩
な
の
で
す
。  

 

「
私
た
ち
は
、
き
ま
り
を
守
り
、
あ
た
た
か

い
心
の
つ
な
が
り
を
育
て
ま
し
ょ
う
」  

　
こ
の
市
民
憲
章
が
、
糸
満
市
か
ら
世
界
中

へ
広
ま
り
、
一
人
一
人
が
き
ま
り
を
守
る
よ

う
心
が
け
、
そ
し
て
み
ん
な
で
明
る
い
未
来

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

最
優
秀
賞
（
中
学
三
年
の
部
） 

 

『
お
盆
の
夏
』 

                                 

潮
平
中
学
校 

                               

照
屋
　
勇
人 

   

　 

「
お
盆
ま
で
に
名
城
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
を
、
綺
麗
に
す
る
よ
」
と
い
う
お
ば
さ
ん

の
一
言
で
、
僕
の
夏
休
み
は
、
「
お
盆
の
夏
」 

と
な
り
ま
し
た
。  

　
八
月
の
最
初
の
週
の
土
曜
日
、
朝
十
時
に

お
ば
さ
ん
や
兄
た
ち
五
名
と
名
城
の
祖
母
の

家
に
向
か
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
来
た
祖

母
の
家
は
、
ふ
だ
ん
空
家
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

そ
の
草
を
刈
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
草

は
、
刈
っ
て
も
刈
っ
て
も
減
ら
ず
刈
っ
て
は

燃
や
し
、
刈
っ
て
は
燃
や
し
て
の
時
間
が
過

ぎ
さ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
で
、
ま
だ
新

し
い
ヘ
ビ
の
ぬ
け
が
ら
が
あ
り
、
僕
は
と
て

も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
大
声
を
あ
げ
、
お
ば
さ
ん

の
所
に
走
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん
を

呼
び
、
ぬ
け
が
ら
を
持
ち
上
げ
て
見
せ
る
と
、 

し
り
も
ち
を
つ
い
た
の
で
、
僕
は
笑
っ
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
お
ち
つ
く
と
、
「
ヘ

ビ
の
ぬ
け
が
ら
を
見
つ
け
る
と
い
い
事
が
あ

る
よ
」
と
お
ば
さ
ん
が
言
っ
た
の
で
、
僕
は

少
し
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
じ
も
一
段

落
し
、
夜
に
な
る
と
星
空
が
と
て
も
輝
い
て

い
て
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
名
城
は
、
夜

に
な
る
と
明
か
り
が
無
く
て
と
て
も
暗
い
の

で
、
よ
り
一
層
綺
麗
に
見
え
ま
し
た
。  

　
次
の
週
、
祖
父
が
本
土
の
方
か
ら
帰
っ
て

来
ま
し
た
。
翌
日
、
祖
父
は
、
板
を
買
っ
て

き
て
こ
わ
れ
て
い
た
床
を
直
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
、
ギ
シ
ギ
シ
き
し
ん
で
い
た
床
は
、

綺
麗
に
な
り
ち
ゃ
ん
と
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
祖
父
は
、
ボ
ロ
ボ

ロ
だ
っ
た
壁
や
天
井
な
ど
も
直
し
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
僕
は
天
井
か
ら
落
ち
て
く
る
木
の

く
ず
や
、
ヤ
モ
リ
の
ふ
ん
な
ど
を
、
ホ
ウ
キ

で
は
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
古

く
て
使
え
な
く
な
っ
た
タ
タ
ミ
を
、
燃
や
し

ま
し
た
。
燃
や
し
て
い
る
時
に
煙
が
体
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
、
体
中
が
煙
の
に
お
い
が
し

ま
し
た
。
お
風
呂
に
入
り
何
回
シ
ャ
ン
プ
ー

を
つ
け
て
も
、
髪
の
に
お
い
は
な
か
な
か
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
日
、
祖
父
は
僕
た
ち

に
、
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
言
い
残
し
て
本

土
の
方
へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。  

　
次
の
週
に
な
る
と
、
い
草
で
草
の
冠
を
自

分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の

使
っ
た
い
草
の
枝
で
、
先
祖
様
達
が
食
事
の

時
に
使
う
箸
も
作
り
ま
し
た
。  

　
お
ば
さ
ん
が
、
草
の
冠
は
ウ
ー
ク
イ
の
時
、 

先
祖
が
頭
の
上
に
お
い
て
、
そ
の
草
の
冠
の

上
に
お
土
産
の
荷
物
を
の
せ
て
帰
る
時
に
使

う
の
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。  

　
僕
は
、
そ
の
話
を
聞
い
て
、
上
等
な
も
の

を
使
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
一
生
懸
命
作
り

ま
し
た
。
僕
は
、
草
の
冠
を
初
め
て
作
っ
た

の
で
、
良
い
体
験
を
し
た
な
と
思
い
ま
し
た
。  

　
お
盆
ま
で
一
週
間
前
に
な
っ
て
お
ば
さ
ん

が
ぼ
ん
ぼ
り
を
買
っ
て
来
ま
し
た
。
他
に
、

煮
物
に
使
う
コ
ン
ブ
や
人
参
な
ど
の
材
料
を

買
い
そ
ろ
え
て
お
き
ま
し
た
。  

　
そ
し
て
、
お
盆
当
日
の
ウ
ン
ケ
ー
の
日
。

お
ば
さ
ん
が
ジ
ュ
ー
シ
ー
を
作
っ
て
お
供
え

を
し
、
先
祖
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
翌
日
に

は
親
戚
回
り
を
し
、
久
し
ぶ
り
に
親
戚
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
、
元
気
そ
う
な
の
で
少

し
安
心
し
ま
し
た
。  

　
お
盆
最
後
の
ウ
ー
ク
イ
の
日
。
お
ば
さ
ん

は
、
煮
物
や
揚
げ
物
な
ど
の
お
供
え
物
を
作

り
、
重
箱
に
つ
め
て
、
お
供
え
を
し
ま
し
た
。  

　
夕
食
が
終
わ
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ウ

チ
カ
ビ
と
い
う
、
天
国
で
使
う
お
金
や
お
供

え
物
や
草
の
冠
を
燃
や
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、 

ぼ
く
が
作
っ
た
冠
に
お
み
や
げ
を
の
せ
て
帰

る
先
祖
の
姿
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ウ
ー
ク
イ
も
終
わ
り
、
僕
の
夏
休
み
も
共

に
終
わ
り
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
、
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
全
て
手
伝
う
お
盆
は
、
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
大
変
で
し
た
け

ど
、
と
て
も
良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
沖

縄
に
昔
か
ら
伝
わ
る
風
習
を
目
の
あ
た
り
に

し
、
祖
先
を
大
切
に
す
る
沖
縄
の
心
を
と
て

も
温
か
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕
も
そ
の
沖

縄
の
心
、
沖
縄
の
風
習
を
大
事
に
し
、
引
継

い
で
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

－６－ －７－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

交流職員コラム 　第10回 
網走市・糸満市派遣交流職員 

 竹岡 亮 
糸満市・網走市派遣交流職員 

山城 政彦 

　こんにちは。交流職

員山城です。流氷が海

岸から見えるように

なった日を流氷初日と

呼んでいます。今年は

平年より６日遅く、待

ち望む人たちにとって

は焦らされた感じがあ

ります。「北の新大陸

発見！あったか網走」

も無事オープニングを迎え、地元の幼稚園児らを招いてセレモ

ニーを行いました。約１ヶ月間のイベント準備ではたくさんの

人たちの協力があり、携わった１人としては感謝の気持ちでいっ

ぱいです。今年も去年と同様、より多くの地元の人や、観光客

に楽しんでもらいたいと意気込んでいます。会場が北海道内外

のお客さんで賑わっているのを見ると、今後の網走の観光には

期待が持てそうに感じました。 

 以前、この欄で沖縄県における平和学習の人気について書き

ました。沖縄県、特に糸満市は、平和の貴さの象徴になってい

ることに間違いないでしょう。しかし沖縄県では、「平和」と

言えば、ある国の戦争していない状況という意味しか表してい

ない気がします。そういう意味では、イギリスも日本も、現在

「平和」に恵まれています。  

　しかしながら、僕にとって「平和」は戦争が起こっていない

状況という意味だけではなくて、精神的に落ち着きがあるとい

う意味も含まれます。不思議なことに、糸満市の中心市街にお

いては、その「落ち着き」はなかなか見付からないものです。

路沿いに次々とパチンコ屋さんができてきて、ネオンの光と派

手なペイントの建物で街の景観を変えています。パチンコ屋さ

んに入ると、煙たくて、ガチャガチャする音に頭と耳を攻撃さ

れて、精神的には戦地にいるような気分になります。僕にはこ

れはどうも平和な落ち着ける場所には思えません。と言うのも、

イギリスはスロットはありますがパチンコ屋さんはないから、

僕はおそらくパチンコ文化がよく理解していないとも思えます。 

　糸満市は綺麗なところですが、それほど知られていないとい

う印象も受けます。だから当然、経済的な発展が必要ではない

でしょうか。だが、今「まちづくり」の名にのってブームとなっ

ているパチンコは、糸満の平和（平穏）を壊さないようにして

いただければと思います。あらゆる国、そして市町村には、似

たような問題に直面していると思いますが、ここ糸満市では、

パチンコのパワー（経済発展力）か平和の尊さか、どちらの方

が大事にされているのでしょうか。 

第32回 

【ご意見・ご感想はこちらへ】 
メールアドレス：ItomanshiCIR@city.itoman.okinawa.jp

ラ－・メイソン（国際交流員・イギリス出身） 

　I have written in this column before about the striking populari-

ty of peace studies in Okinawa. This prefecture, in particular this 

city, is undoubtedly a symbol of understanding for the precious-

ness of peace. However, in Okinawa, it seems that the meaning 

of peace is generally regarded only as the continued state of a 

warless country. In this sense, both the UK and Japan are current-

ly blessed with peace.

　For me, however, peace is not just about a warless status quo, 

it is “peace of mind”. In central Itoman this is a strangely rare 

commodity. Pachinko parlors now line the streets of the city cen-

ter, changing the face of the town with their neon lights and gar-

ish colors. To enter into one of these smoky racket houses is to 

take one’s head into a mental battlefield, as far from peace as 

the cries of war. In the UK, although there are slot machines, 

there are no pachinko parlors, so perhaps it is just difficult for me 

to truly appreciate pachinko culture?

  Itoman is a beautiful, but sometimes forgotten place and, of 

course, there is a need for economic development. I just hope 

that the current pachinko boom, riding on the wave of machizu-

kuri (“town creation”), does not destroy the city’s peace. Ev-

ery country, city and town face similar questions, but here I won-

der which holds the greater value; the power of pachinko or the 

preciousness of peace?

パチンコパワー 対 平和の尊さ 

　当たり前とお思いかもしれませんが、春ですね。暖かいです。

桜の木も葉の緑が目立ち、私の糸満での任期もあとほんのわず

かになっています。糸満では車はクーラー、晴れた日は海に入

りたくなり、ビーチパーリィーも可。一方、網走では車はヒー

ター、海には流氷がプカプカ。スキーやスノーボードで楽しみ

ます。どちらもお互いの環境は当たり前ではないことだらけ。

私は道産子から『沖縄なんて暑過ぎて住めないっ！』、島人か

ら『気温が零下での生活なんて想像できないっ！』という話を

聞きました。しかし、どちらも永ら

くヒトが社会的生活を営んでいて、

それぞれに適した暮らし方があります。

“北の大地”＝“苛酷な環境”と想

像しがちですが、夏はすこぶる快適で、

冬は室外が寒いだけ。アウトドアスポー

ツが盛んなのも冬です。外は白い雪

の夜。中はあったか鍋の湯気。もし

苛酷な環境をお求めであればご用意

することもできますが…。 

「流氷まつり」で作ったシーサーの雪像 

ほんの少しのうーじとーし 

第
十
七
回
糸
満
市
民
憲
章
推
進 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

受
賞
作
品
紹
介 



－８－ －９－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

　「第25回九州ブロック大会選手選考支部対抗大

会（一般Ｂ）」（主催：県野球連盟）の決勝戦が、

１月23日、那覇市の奥武山球場で行われ、糸満支

部代表チームが４対３で中部支部を破り、優勝し

ました。同チームは８月末に福岡県で開催される「第

25回九州ブロック大会」に、国体出場をかけ県代

表として出場します。市民の皆さんの応援を、よ

ろしくお願いします。 

糸満市役員・選手団の皆さん 
糸満支部代表の選手の皆さん 

９区で区間賞に輝いた 
大城和馬選手 

シニアソフトボール 会員募集 

楽しみながら健康管理をしましょう！ 

　２月５日、６日の両日、沖縄島295.4kmの28区間

を走り繋ぐ「第28回沖縄一周市郡対抗駅伝競走大会」

が、奥武山陸上競技場を発着点に開催されました。

　中学生、高校生、一般が１本のタスキに思いを託し、

13市郡のランナ－が健脚を競いました。本市は総合

順位11位の成績ながら、個人成績において、１日目

の９区（中学生区間）で大城和馬選手（西崎中）が

区間賞、10区（中学生区間）の安室佑亮選手（西崎

中）が区間新記録で２位と健闘しました。 

兼城中学校 野球部 

　昨年11月18日に兵庫県で開催された「第45回全

国体育指導委員研究協議会」において、本市の玉

城雅夫さんが「体

育指導委員30年勤

続功労者表彰」を

受けました。この

表彰は、永年にわ

たり地域・体育・

スポーツの振興、

生涯スポーツの推

進に努め、その功

績が顕著な方に贈

られる、体育指導

委員の最高位の表

彰です。 

野球で結ぶ交流20年 
　2月10日～14日、「糸満市・千葉県印西市親睦

野球交流大会」が行われました。この交流は、糸

中ＯＢ40才以上野球同好会と印西市の野球チーム

が続けており、糸満市での開催は今年で10年目、

昨年開催された印西市での10周年記念大会も合わ

せると20年の交流になります。交流試合は、西崎

総合運動公園多目的広場などで６試合が行われ、

熱戦が繰り広げられました。 

　昨年10月から今年の１月までに行われた上記の３

大会を制覇した兼城中学校が、２月７日に市役所を訪

れ、優勝報告を行いました。逆転と粘り強さが特徴の

兼城中学校は２月の「第２回沖縄県選抜軟式野球大会」

への出場を決めており、「優勝して全国大会に出て、

横浜球場でプレーしたい」と意欲を燃やしていました。 

　今年で10回目となる「All Japan pro-am Wind-

surfing Events (オールジャパン　プロ・アマ　ウ

インドサーフィン　イベント) OKINAWA CUP」

(主催：OKINAWA CUP実行委員会)が、２月４日

～６日、名城ビーチで開かれました。 

　競技内容はレーシングとフリースタイルの２種目。

プロ47名とアマ43名の計78名が出場し、すばらし

い技を披露して大会を盛り上げていました。 

　全国のカイトボーダーが一堂に集まり、技を競う「カ

イトボーディングフェスティバル IN沖縄 2005」が、

２月19日に名城ビーチで行われました。「カイト」

とは「凧」のことで、カイトとボードをうまく操り様々

な技を繰り出す競技です。当日は気温が下がり、強

い風が吹き荒れましたが、選手たちは巧みに風をカ

イトで受け、華麗な技を披露していました。 

★ウインドサーフィン ★ウインドサーフィン 

マリンスポーツの祭典　華やかに開催 マリンスポーツの祭典　華やかに開催 

☆第１回糸満市中学校軟式野球大会 

【糸中40歳以上ＯＢ杯】 

☆第26回島尻地区中学校軟式野球強化大会 

☆第30回島尻地区中学校新人大会 

島尻地区中学校新人大会（1/22～24）で東風平中を破り優勝！ 

　「第30回島尻地区中学校新人総合体育大会」が１

月22日～24日に開催され、バドミントン女子で高嶺

中学校が団体・シングルス・ダブルスを全て制し、大

会史上10年ぶりとなる三冠を達成しました。また、

バスケット男子も高嶺中学校が初優勝を果たしました。 

同大会における市内中学校の主な成績は次のとおりです。 

☆バドミントン　男子　優勝　潮平　　 

　　　　　   女子　優勝　高嶺　 

☆柔　　道　男子　優勝　西崎　 

　　　　　　女子　優勝　西崎　 

 

成績報告に訪れた高嶺中学校の皆さん 

３つの優勝旗を持ってきたぞ！３つの優勝旗を持ってきたぞ！ ３つの優勝旗を持ってきたぞ！ 

糸満支部が九州大会へ 糸満支部が九州大会へ 

第28回沖縄一周市郡対抗駅伝 

★カイトボーディング ★カイトボーディング 

寿印西エンドレス(攻撃) 
vs糸満市野球チーム連合軍(守備)の一場面 

ことぶき 

◆日　時　毎週月、水、金曜日　午後５時から 

◆場　所　近隣公園ソフトボール場　 

◆対　象　60才以上のソフトボールの好きな方 

◆連絡先　直接グランドへ　　　994-3714（知念） 

玉城雅夫さんに感謝状玉城雅夫さんに感謝状 
～体育指導委員 勤続30年～ 

玉城雅夫さんに感謝状 

風を受けて疾走する風を受けて疾走する 
サーファーたちサーファーたち 
風を受けて疾走する 
サーファーたち 

高嶺中女子バドミントンが完全優勝！ 高嶺中女子バドミントン高嶺中女子バドミントンが完全優勝！完全優勝！ 

印西市 
　糸満市 

ジャンプや回転など多彩な技が魅力ですジャンプや回転など多彩な技が魅力です ジャンプや回転など多彩な技が魅力です 

☆バスケット　男子　優勝　高嶺 

☆卓　　球　男子　優勝　西崎 

☆剣　　道　男子　優勝　西崎 

☆野　　球　　　　優勝　兼城 

玉城さん、おめでとうございます！ 

※9ページに関連記事 



－８－ －９－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 
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糸満市役員・選手団の皆さん 
糸満支部代表の選手の皆さん 
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が、奥武山陸上競技場を発着点に開催されました。
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13市郡のランナ－が健脚を競いました。本市は総合
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熱戦が繰り広げられました。 

　昨年10月から今年の１月までに行われた上記の３
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　全国のカイトボーダーが一堂に集まり、技を競う「カ
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　「第30回島尻地区中学校新人総合体育大会」が１

月22日～24日に開催され、バドミントン女子で高嶺

中学校が団体・シングルス・ダブルスを全て制し、大

会史上10年ぶりとなる三冠を達成しました。また、

バスケット男子も高嶺中学校が初優勝を果たしました。 

同大会における市内中学校の主な成績は次のとおりです。 
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成績報告に訪れた高嶺中学校の皆さん 
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糸満支部が九州大会へ 糸満支部が九州大会へ 

第28回沖縄一周市郡対抗駅伝 

★カイトボーディング ★カイトボーディング 

寿印西エンドレス(攻撃) 
vs糸満市野球チーム連合軍(守備)の一場面 

ことぶき 

◆日　時　毎週月、水、金曜日　午後５時から 

◆場　所　近隣公園ソフトボール場　 

◆対　象　60才以上のソフトボールの好きな方 

◆連絡先　直接グランドへ　　　994-3714（知念） 

玉城雅夫さんに感謝状玉城雅夫さんに感謝状 
～体育指導委員 勤続30年～ 

玉城雅夫さんに感謝状 

風を受けて疾走する風を受けて疾走する 
サーファーたちサーファーたち 
風を受けて疾走する 
サーファーたち 

高嶺中女子バドミントンが完全優勝！ 高嶺中女子バドミントン高嶺中女子バドミントンが完全優勝！完全優勝！ 

印西市 
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ジャンプや回転など多彩な技が魅力ですジャンプや回転など多彩な技が魅力です ジャンプや回転など多彩な技が魅力です 

☆バスケット　男子　優勝　高嶺 

☆卓　　球　男子　優勝　西崎 

☆剣　　道　男子　優勝　西崎 

☆野　　球　　　　優勝　兼城 

玉城さん、おめでとうございます！ 

※9ページに関連記事 



　県産にんじんの消費拡大と産地育成を図る目的で、「【にんじんの日】

制定セレモニー＆糸満市にんじん収穫祭」（主催：市農業戦略産地連絡

協議会・県農水産物販売促進協議会ほか）が、２月３日、にんじん生産

地である喜屋武地区で行われました。糸満市はにんじんの生産量県内第

１位を誇っており、国の野菜指定産地にも認定されています。 

　セレモニーではJAおきなわ本店の

嘉数博光参事が「にんじんの日」宣

言を読み上げ、にんじん畑で関係者

がくわ入れ式を行いました。その後、

子どもたちがにんじんの収穫を体験。

来場者には絞りたてで甘～い100％

にんじん生ジュースや、にんじん入

りパンケーキもふるまわれました。 

－10－ －11－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

　平成16年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成：

補助金250万円）を活用し、真壁区自治会に放送設

備等が整備されました。これにより、地域コミュニ

ティ活動がますます活発になることが期待されます。 

　糸満中学校では現在、生徒会とリサイクル専門委

員を中心に、給食の牛乳パックのリサイクルに積極

的に取り組んでいます。平成15年から全クラスで

始めたそうで、毎日パックは生徒が各自で開き、専

門委員が洗って乾かしています。３年目の今ではすっ

かり定着しており、生徒会長の仲吉愛美さん（２年）

は「パックの開き方や洗い場が少ないという問題も

ありますが、先輩が作った新しい伝統をしっかり受

け継いでいきたい」と話していました。 

　２月２日、市内のロックバンドで構成するＩＲＧ

(糸満ロックグループ)が、昨年10月のチャリティー

コンサートの収益金で車イスを３台購入し、市社会

福祉協議会へ寄贈しました。岡部真之代表は「必要

な人々に役立ててほしい」と話していました。 

　１月28日、多年に渡り地域の社会教育の振興に

貢献した方を表彰する「県社会教育功労表彰」に金

城好子さん(字糸満)が選ばれました。金城さんは、

婦人会、子ども会などで25年近く活動し、現在は

市婦連会長、市民生委員・児童委員を務めています。 

　西崎商業地域の再生を図るため、大型空き店舗の

利活用を検討する「大型空き店舗活用事業検討委員

会」が１月28日に発足し、12名の委員に西平市長

から委嘱状が交付されました。同委員会では今後、

文化・教育・保健福祉などの公益施設や公共サービ

スを提供する公用施設、さらには商業施設等の収容

空間として、大型空き店舗を利活用する方策を検討

し、施設内容案をまとめる予定です。 

　２月11～12日にかでな文化センターで開かれた

「第24回沖縄県リコーダーコンテスト」において、

兼城小学校と糸満中学校がともに金賞を受賞しま

した。兼城小は重奏の部で、糸満中は重奏、合奏

の部で、「第26回全日本リコーダーコンテスト」（３

／27東京都）への推薦が決まっています。 

トピックスいとまん 

喜屋武幼稚園の園児たち 

　昨年10月に行われた情報処理技術者の国家試験

である「初級システムアドミニストレータ試験」に、

久保田浩幸さん（高嶺中３年）が見事合格しました。

全国でも中学生の合

格者は７人のみとい

う快挙です。久保田

さんは卒業後、国立

沖縄工業高等専門学

校に進学する予定で

「将来はIT関係の技

術者を目指していま

す」と夢に向かって

意欲を見せていまし

た。 

トピックスいとまん 

▼
 

▼
 

▼ 

▼ 

段差や迷惑駐車など 
危険が多い場所も 

　「平成16年度　第７回道路ニーズ調査」が、１

月27日に前端公民館で開かれました。この調査は、

沖縄総合事務局南部国道事務所が中心となって行っ

ており、今回は身体

に障害を持った方々

が糸満ロータリー周

辺等を歩いて問題点

を確認、その後の意

見交換会では「歩行

者用信号の時間が短

い」など、多くの意

見が出されました。 

　現在、字糸満内を流れ悪臭被害のある双子橋下の

河川をきれいにするために、糸満小学校と糸満南小

学校の生徒が、毎月交互にＥＭ菌入りの泥団子５千

個を作り同橋から投入しています。この事業は南部

豊かな海づくり大会実行委員会とＥＭ研究機構が昨

年10月から実施しており、今年の４月まで続ける予

定です。同実行委員会は、ヘドロを分解するという

EM（有用微生

物群）の効果で、

昔のように魚が

泳ぐ清流を取り

戻すことを目指

しています。 

▼ 

▼ 

▼ 
▼ 

▼ 
▼ 

▼ 

キ
レ
イ
な
川
に
な
〜
れ
！ 

市役所会議室で開かれた第１回委員会の様子 

糸満産にんじんをよろしく！糸満産にんじんをよろしく！ 糸満産糸満産にんじんをよろしく！ 
２月３日

は 

にんじん
の日！ 

（人＝２
  参＝３）

 

３学期の当番は１年生委員 
洗うときは水も節約します 

手伝いに来てくれる 
２年生の先輩委員たち 

牛乳パック 
　リサイクル 

全国でも頑張ります！（兼城小学校の皆さん） 

真壁区に放送設備等を整備 金城好子さんに社会教育功労表彰 金城好子さんに社会教育功労表彰 
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　県産にんじんの消費拡大と産地育成を図る目的で、「【にんじんの日】

制定セレモニー＆糸満市にんじん収穫祭」（主催：市農業戦略産地連絡

協議会・県農水産物販売促進協議会ほか）が、２月３日、にんじん生産

地である喜屋武地区で行われました。糸満市はにんじんの生産量県内第

１位を誇っており、国の野菜指定産地にも認定されています。 

　セレモニーではJAおきなわ本店の

嘉数博光参事が「にんじんの日」宣

言を読み上げ、にんじん畑で関係者

がくわ入れ式を行いました。その後、

子どもたちがにんじんの収穫を体験。

来場者には絞りたてで甘～い100％

にんじん生ジュースや、にんじん入

りパンケーキもふるまわれました。 

－10－ －11－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

　平成16年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成：

補助金250万円）を活用し、真壁区自治会に放送設

備等が整備されました。これにより、地域コミュニ

ティ活動がますます活発になることが期待されます。 

　糸満中学校では現在、生徒会とリサイクル専門委

員を中心に、給食の牛乳パックのリサイクルに積極

的に取り組んでいます。平成15年から全クラスで

始めたそうで、毎日パックは生徒が各自で開き、専

門委員が洗って乾かしています。３年目の今ではすっ

かり定着しており、生徒会長の仲吉愛美さん（２年）

は「パックの開き方や洗い場が少ないという問題も

ありますが、先輩が作った新しい伝統をしっかり受

け継いでいきたい」と話していました。 

　２月２日、市内のロックバンドで構成するＩＲＧ

(糸満ロックグループ)が、昨年10月のチャリティー

コンサートの収益金で車イスを３台購入し、市社会

福祉協議会へ寄贈しました。岡部真之代表は「必要

な人々に役立ててほしい」と話していました。 

　１月28日、多年に渡り地域の社会教育の振興に

貢献した方を表彰する「県社会教育功労表彰」に金

城好子さん(字糸満)が選ばれました。金城さんは、

婦人会、子ども会などで25年近く活動し、現在は

市婦連会長、市民生委員・児童委員を務めています。 

　西崎商業地域の再生を図るため、大型空き店舗の

利活用を検討する「大型空き店舗活用事業検討委員

会」が１月28日に発足し、12名の委員に西平市長

から委嘱状が交付されました。同委員会では今後、

文化・教育・保健福祉などの公益施設や公共サービ

スを提供する公用施設、さらには商業施設等の収容

空間として、大型空き店舗を利活用する方策を検討

し、施設内容案をまとめる予定です。 

　２月11～12日にかでな文化センターで開かれた

「第24回沖縄県リコーダーコンテスト」において、

兼城小学校と糸満中学校がともに金賞を受賞しま

した。兼城小は重奏の部で、糸満中は重奏、合奏

の部で、「第26回全日本リコーダーコンテスト」（３

／27東京都）への推薦が決まっています。 

トピックスいとまん 

喜屋武幼稚園の園児たち 

　昨年10月に行われた情報処理技術者の国家試験

である「初級システムアドミニストレータ試験」に、

久保田浩幸さん（高嶺中３年）が見事合格しました。

全国でも中学生の合

格者は７人のみとい

う快挙です。久保田

さんは卒業後、国立

沖縄工業高等専門学

校に進学する予定で

「将来はIT関係の技

術者を目指していま

す」と夢に向かって

意欲を見せていまし

た。 

トピックスいとまん 

▼
 

▼
 

▼ 

▼ 

段差や迷惑駐車など 
危険が多い場所も 

　「平成16年度　第７回道路ニーズ調査」が、１

月27日に前端公民館で開かれました。この調査は、

沖縄総合事務局南部国道事務所が中心となって行っ

ており、今回は身体

に障害を持った方々

が糸満ロータリー周

辺等を歩いて問題点

を確認、その後の意

見交換会では「歩行

者用信号の時間が短

い」など、多くの意

見が出されました。 

　現在、字糸満内を流れ悪臭被害のある双子橋下の

河川をきれいにするために、糸満小学校と糸満南小

学校の生徒が、毎月交互にＥＭ菌入りの泥団子５千

個を作り同橋から投入しています。この事業は南部

豊かな海づくり大会実行委員会とＥＭ研究機構が昨

年10月から実施しており、今年の４月まで続ける予

定です。同実行委員会は、ヘドロを分解するという

EM（有用微生

物群）の効果で、

昔のように魚が

泳ぐ清流を取り

戻すことを目指

しています。 

▼ 

▼ 

▼ 
▼ 

▼ 
▼ 

▼ 

キ
レ
イ
な
川
に
な
〜
れ
！ 

市役所会議室で開かれた第１回委員会の様子 

糸満産にんじんをよろしく！糸満産にんじんをよろしく！ 糸満産糸満産にんじんをよろしく！ 
２月３日

は 

にんじん
の日！ 

（人＝２
  参＝３）

 

３学期の当番は１年生委員 
洗うときは水も節約します 

手伝いに来てくれる 
２年生の先輩委員たち 

牛乳パック 
　リサイクル 
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大型空き店舗の活用を検討 大型空き店舗の活用を検討 

兼城小・糸満中　リコーダーで全国へ！兼城小・糸満中　リコーダーで全国へ！ 兼城小・糸満中　リコーダーで全国へ！ 



 

自動交付機利用のご案内 
 

　3、4月の市民課窓口は住所異動や

証明書請求等が増え混雑することが

予想されますので、自動交付機ご利

用をお勧めします。 
 

●自動交付機の特性 

　①申込書に記入しないので早い！ 

　②説明してくれるので分かりやすい！ 

　③土・日・祝祭日も使えて便利！ 

●自動交付機の設置場所　市民課入口 

●ご利用時間 

　平日　午前8時30分～午後7時 

　土･日･祝祭日　午前8時30分～午後5時 
※休業日は西側通用口からお入りください。 

●交付する証明書の種類 

　住民票の写し(謄本及び抄本、除票は

除く)、住民票記載事項証明書、印鑑登

録証明書、所得証明、(非)課税証明書、

資産証明書 (以下共有名義を除く) 、評

価証明書、無資産証明書、公課証明書、

軽自動車納税証明 
 

　※自動交付機を利用するには、 
 　『いとまん市民カード』が必要です。 

　※新千円、新五千円、新一万円は、 

　　使用できませんのでご注意ください。 
 

▼問い合わせ 

市民課　　840-8125　 

 
 

県営新垣団地 入居者募集 
 

◆募集戸数 

　①空き家　２戸 (３号棟203、301) 

　※5月1日入居予定 

　②間取り　３ＤＫ(63.15㎡) 

　③家賃　　収入に応じて決定 

(23,700円～52,100円) 

◆申込方法および申し込み資格等 

　市役所建設課または県住宅公社に備え付

　けてある「入居者募集のしおり」に記載 

◆申込期間 

　3月15日(火)～17日(木) 

　※3月17日(木)郵便消印有効 

◆選考方法 

　公開抽選 (県住宅公社Ｂ会議室) 

◆抽選日時　3月28日(月)　午後3時 
 

▼申し込み・問い合わせ 

　沖縄県住宅供給公社 　団地管理部　 

　住宅管理課　入居係　　858-1400　 

 
 

市営住宅 空き家待ち募集 
 

　市営住宅で平成17年度中に発生する

空き家を見込んで下記のとおり募集を行

います。応募者は、抽選で入居予定順位

を決定します。なお、入居予定者となっ

ても有効期限内に空き家が発生しない場

合は、入居できません。 
 

◆申込資格 

　月収額が次の基準以内であること。 

　①一般世帯　20万円以下 

　②高齢者、身障者世帯　26万8千円以下 

◆申込期間　3月14日(月)～25日(金) 

◆空き家待ちの有効期限 

　平成17年4月1日～平成18年3月31日 

●募集する市営住宅 

　第一市営住宅、真謝原市営住宅、浜川

市営住宅、親田原市営住宅、大里市営住

宅、福地市営住宅、真壁市営住宅 
 

▼申し込み・問い合わせ 

　建設課　　840-8138　 

 
 

スポーツロッジ糸満フロントスタッフ 
 

◆給与　月額121,000円 

◆年齢　20～30歳(女性) 

◆賞与　年2回 

◆待遇　社会保険、制服支給、年休有 

◆募集人数　若干名 

◆業務時間　午前7時～午後4時 

　　　　　　午後1時～午後10時 

　　　　　　　　　　(シフト制) 

◆休日　週休2日(土日勤務可能な方) 

◆応募方法 

　電話連絡の上、履歴書(写真付)を持参し、

面接にて決定 

 

▼問い合わせ 

　スポーツロッジ糸満　　995-1126　 

 

 
 

事業図書の縦覧について 
 

　都市計画法（昭和43年法律第100号）

第62条第1項による都市計画事業の事業

計画の変更図書の写しの送付をうけたの

で、同法第63条第2項の規定において準

用する同法第62条第2項の規定により、

次のとおり公衆の縦覧に供する。 
 

平成17年２月14日　 

糸満市長　西平賀雄  
 

１．都市計画事業の種類及び名称 

　(１) 種類　那覇広域都市計画道路事業 

　(２) 名称　3.4.糸3号ガタ原線 

　　　　　　3.5.21号双子橋線 

２．縦覧場所 

　　都市計画課　　840-8141 

 
 

「骨」大丈夫ですか？ 
 

　骨は、私たちの体を支えるだけでなく、

カルシウムをたくわえる役割があります。

しかし、様々な原因で骨の中のカルシウ

ムが減ってしまうことがあります。この

状態を「骨粗しょう症」といいます。将

来のためにあなたの骨の状態をチェック

してみませんか。 
 

◆検診日　3月25日(金) 

◆受付時間　① 午前9時～11時 

　　　　　　② 午後1時～午後3時 

◆受付方法　当日、会場で直接受付 

◆場所　高齢者健康づくりセンター「願寿館」 

　※ただし、昨年の健康福祉まつりで受

　　けた方は、今回は受けられません 
 

あなたは大丈夫？？ 

骨粗しょう症の危険度チェック 
 

１．年齢は？(女性 55才以上　男性 70才以上) 

２．やせている、小柄なほうだ 

３．あまり運動したり、歩いたりしないほうだ 

４．タバコや酒の量が多い 

５．骨折したことがある 

６．５人以上子供を出産し、授乳した 

７．閉経が早かった 

８．胃の切除手術を受けた 

９．肝臓病や腎臓病または糖尿病がある 

10．家族に骨粗しょう症の人がいる 
 

　　以上の項目に多くあてはまる方は、 

　　検診と生活習慣の改善が必要です。 

 

▼問い合わせ 

　保健予防課　　840-8126　 

 

－12－ －13－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

募集 

募集 

募集 

 
 

観光農園レストランホールスタッフ 
 

◆賃金　時給700円～ 

◆年齢　18歳～30歳ぐらい 

◆待遇　通勤手当有、制服支給 

◆募集人数　若干名 

◆業務時間　午前11時～午後10時(シフト制) 

◆休日　月4日～6日 

◆応募方法　電話連絡の上、履歴書を提出 

◆選考方法　書類審査の上、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ 

糸満観光農園　　997-2793(担当：上原)

募集 

 
 

　生ごみ処理容器・処理機の 
補助制度があります　 

 

　生ごみ処理容器および生ごみ処理機を

設置する市民に対し、補助金を交付します。 
 

◆受付開始日　4月1日(金) 

　※生ごみ処理機の受付は5月31日(火)までです。 
 

▼問い合わせ 

　生活環境課　　840-8124 

お知らせ 

お知らせ 

 
 

ひきこもりのつどい 
 
　いろいろな悩みを持つ、ひきこもりご本

人の集まりです。こころと体を休め、次の

一歩へふみだすためのエネルギーを補給で

きるような「安心できる場所」を提供します。 
 

◆実施日　毎週火曜日 

◆時間　午後1時30分～3時30分 

◆場所　県立総合精神保健福祉センター 

◆内容　スポーツ､話し合い､カラオケ等 

　　　　 (話し合いにより､活動内容を決定) 
 

▼問い合わせ 

　県立総合精神保健福祉センター 

888-1443　　FAX 888-1710 

催し 骨粗しょう症検診 

　年齢は10歳位まで。 住所、氏名（ふりが
な）、生年月日、電話番号、「ひとこと」を書
いて送ってください。 

◆送付先 
〒901-0392 糸満市潮崎町1丁目1番地 
秘書広報・男女参画課 

「元気な子」写真募集係まで 

 きんじょう しゅんすけ　　　　わかば　　　 　　　　 ひでとし 

 金城　俊輔(2才)　若葉(８ヶ月)　英寿(５才) 

　阿波根 

いしかわ 

石川　ありす(2才)　くれあ(８ヶ月)　くらら(５才) 

　阿波根 

未来のサッカー選手のぼくたちと 
かわいい妹です！ 

かしまし三人娘です♪ 

ご相談・問い合わせ　収納対策室 収納係　　840－8129

“納税で生き・活き   
　　　　まちづくり” 

 

■滞納処分の状況 
 

 区　　分 

不 動 産  

参 加 差 押  

預 金  

給 与 等  

電 話 加 入 権  

 　合　　計 

   
差
　
　
押 

1２月末までの 
差 押 件 数  

継 続 中 の  
差 押 件 数  

１ 月 分 の  
差 押 件 数  

１ 月 分 の  
解 除 件 数  

 

243　 10　 

3　 
7　 
1　 
2　 
23　 17　 

1　 
1　 

1　 
8　 

6　 247　 
100　 
5　 
1　 

417　 
64　 

98　 
6　 
1　 
63　 
411　 

　今月は、「市・県民税」「固定資産税」

「国民健康保険料」「介護保険料」の納付

強化月間です。 

　未納の方はお早めに納付してください。   災害種別 

１月の火災 

１月の救急 

糸満市の火災・救急 平成17年１月末日現在 

　　（　）内は平成17年累計 

  件　　数 前年比 

+1 

+49

　 2件（  2件） 

198件（198件） 

平成平成16年 

前月比前月比 

総面積　46.63km
2 

平成15年10月１日現在 

１月１月3131日現在人口日現在人口 

世帯数世帯数 
男 
女 

総人口総人口 

平成平成17年 

前月比前月比 
１月31日現在人口 

19,778（+ 29） 
28,928（+ 15） 
28,477（+  5） 
57,405（+ 20） 

世帯数 
男 
女 

総人口 

平成17年 

前月比 前月比 

お知らせ 

　４月から有害ごみの分別収集が始まります。有害ごみに指定されている

のは下記のとおりです。また、有害ごみの分別収集により、燃やせない

ごみの収集日が変更になります。詳しくはパンフレットをご覧ください。 

有害ごみの分別収集が始まります 

糸満ハーレー舟進水式 
 
　約10年振りに舟が建造され、関係
者による進水式が行われます。興味
のある方は見学にいらしてください。 
 
◆日時　3月13日(日) 午後3時30分 

◆場所　南浜漁港(市役所北側) 

割れないように燃やせないごみ袋にいれて、

有害ごみ収集日(月１回)出してください。 

市内の販売店に設置している乾電池回収

箱に入れてください。 
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▼問い合わせ　生活環境課　　840-8124



 

自動交付機利用のご案内 
 

　3、4月の市民課窓口は住所異動や

証明書請求等が増え混雑することが

予想されますので、自動交付機ご利

用をお勧めします。 
 

●自動交付機の特性 

　①申込書に記入しないので早い！ 

　②説明してくれるので分かりやすい！ 

　③土・日・祝祭日も使えて便利！ 

●自動交付機の設置場所　市民課入口 

●ご利用時間 

　平日　午前8時30分～午後7時 

　土･日･祝祭日　午前8時30分～午後5時 
※休業日は西側通用口からお入りください。 

●交付する証明書の種類 

　住民票の写し(謄本及び抄本、除票は

除く)、住民票記載事項証明書、印鑑登

録証明書、所得証明、(非)課税証明書、

資産証明書 (以下共有名義を除く) 、評

価証明書、無資産証明書、公課証明書、

軽自動車納税証明 
 

　※自動交付機を利用するには、 
 　『いとまん市民カード』が必要です。 

　※新千円、新五千円、新一万円は、 

　　使用できませんのでご注意ください。 
 

▼問い合わせ 

市民課　　840-8125　 

 
 

県営新垣団地 入居者募集 
 

◆募集戸数 

　①空き家　２戸 (３号棟203、301) 

　※5月1日入居予定 

　②間取り　３ＤＫ(63.15㎡) 

　③家賃　　収入に応じて決定 

(23,700円～52,100円) 

◆申込方法および申し込み資格等 

　市役所建設課または県住宅公社に備え付

　けてある「入居者募集のしおり」に記載 

◆申込期間 

　3月15日(火)～17日(木) 

　※3月17日(木)郵便消印有効 

◆選考方法 

　公開抽選 (県住宅公社Ｂ会議室) 

◆抽選日時　3月28日(月)　午後3時 
 

▼申し込み・問い合わせ 

　沖縄県住宅供給公社 　団地管理部　 

　住宅管理課　入居係　　858-1400　 

 
 

市営住宅 空き家待ち募集 
 

　市営住宅で平成17年度中に発生する

空き家を見込んで下記のとおり募集を行

います。応募者は、抽選で入居予定順位

を決定します。なお、入居予定者となっ

ても有効期限内に空き家が発生しない場

合は、入居できません。 
 

◆申込資格 

　月収額が次の基準以内であること。 

　①一般世帯　20万円以下 

　②高齢者、身障者世帯　26万8千円以下 

◆申込期間　3月14日(月)～25日(金) 

◆空き家待ちの有効期限 

　平成17年4月1日～平成18年3月31日 

●募集する市営住宅 

　第一市営住宅、真謝原市営住宅、浜川

市営住宅、親田原市営住宅、大里市営住

宅、福地市営住宅、真壁市営住宅 
 

▼申し込み・問い合わせ 

　建設課　　840-8138　 

 
 

スポーツロッジ糸満フロントスタッフ 
 

◆給与　月額121,000円 

◆年齢　20～30歳(女性) 

◆賞与　年2回 

◆待遇　社会保険、制服支給、年休有 

◆募集人数　若干名 

◆業務時間　午前7時～午後4時 

　　　　　　午後1時～午後10時 

　　　　　　　　　　(シフト制) 

◆休日　週休2日(土日勤務可能な方) 

◆応募方法 

　電話連絡の上、履歴書(写真付)を持参し、

面接にて決定 

 

▼問い合わせ 

　スポーツロッジ糸満　　995-1126　 

 

 
 

事業図書の縦覧について 
 

　都市計画法（昭和43年法律第100号）

第62条第1項による都市計画事業の事業

計画の変更図書の写しの送付をうけたの

で、同法第63条第2項の規定において準

用する同法第62条第2項の規定により、

次のとおり公衆の縦覧に供する。 
 

平成17年２月14日　 

糸満市長　西平賀雄  
 

１．都市計画事業の種類及び名称 

　(１) 種類　那覇広域都市計画道路事業 

　(２) 名称　3.4.糸3号ガタ原線 

　　　　　　3.5.21号双子橋線 

２．縦覧場所 

　　都市計画課　　840-8141 

 
 

「骨」大丈夫ですか？ 
 

　骨は、私たちの体を支えるだけでなく、

カルシウムをたくわえる役割があります。

しかし、様々な原因で骨の中のカルシウ

ムが減ってしまうことがあります。この

状態を「骨粗しょう症」といいます。将

来のためにあなたの骨の状態をチェック

してみませんか。 
 

◆検診日　3月25日(金) 

◆受付時間　① 午前9時～11時 

　　　　　　② 午後1時～午後3時 

◆受付方法　当日、会場で直接受付 

◆場所　高齢者健康づくりセンター「願寿館」 

　※ただし、昨年の健康福祉まつりで受

　　けた方は、今回は受けられません 
 

あなたは大丈夫？？ 

骨粗しょう症の危険度チェック 
 

１．年齢は？(女性 55才以上　男性 70才以上) 

２．やせている、小柄なほうだ 

３．あまり運動したり、歩いたりしないほうだ 

４．タバコや酒の量が多い 

５．骨折したことがある 

６．５人以上子供を出産し、授乳した 

７．閉経が早かった 

８．胃の切除手術を受けた 

９．肝臓病や腎臓病または糖尿病がある 

10．家族に骨粗しょう症の人がいる 
 

　　以上の項目に多くあてはまる方は、 

　　検診と生活習慣の改善が必要です。 

 

▼問い合わせ 

　保健予防課　　840-8126　 

 

－12－ －13－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

募集 

募集 

募集 

 
 

観光農園レストランホールスタッフ 
 

◆賃金　時給700円～ 

◆年齢　18歳～30歳ぐらい 

◆待遇　通勤手当有、制服支給 

◆募集人数　若干名 

◆業務時間　午前11時～午後10時(シフト制) 

◆休日　月4日～6日 

◆応募方法　電話連絡の上、履歴書を提出 

◆選考方法　書類審査の上、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ 

糸満観光農園　　997-2793(担当：上原)

募集 

 
 

　生ごみ処理容器・処理機の 
補助制度があります　 

 

　生ごみ処理容器および生ごみ処理機を

設置する市民に対し、補助金を交付します。 
 

◆受付開始日　4月1日(金) 

　※生ごみ処理機の受付は5月31日(火)までです。 
 

▼問い合わせ 

　生活環境課　　840-8124 

お知らせ 

お知らせ 

 
 

ひきこもりのつどい 
 
　いろいろな悩みを持つ、ひきこもりご本

人の集まりです。こころと体を休め、次の

一歩へふみだすためのエネルギーを補給で

きるような「安心できる場所」を提供します。 
 

◆実施日　毎週火曜日 

◆時間　午後1時30分～3時30分 

◆場所　県立総合精神保健福祉センター 

◆内容　スポーツ､話し合い､カラオケ等 

　　　　 (話し合いにより､活動内容を決定) 
 

▼問い合わせ 

　県立総合精神保健福祉センター 

888-1443　　FAX 888-1710 

催し 骨粗しょう症検診 

　年齢は10歳位まで。 住所、氏名（ふりが
な）、生年月日、電話番号、「ひとこと」を書
いて送ってください。 

◆送付先 
〒901-0392 糸満市潮崎町1丁目1番地 
秘書広報・男女参画課 

「元気な子」写真募集係まで 

 きんじょう しゅんすけ　　　　わかば　　　 　　　　 ひでとし 

 金城　俊輔(2才)　若葉(８ヶ月)　英寿(５才) 

　阿波根 

いしかわ 

石川　ありす(2才)　くれあ(８ヶ月)　くらら(５才) 

　阿波根 

未来のサッカー選手のぼくたちと 
かわいい妹です！ 

かしまし三人娘です♪ 

ご相談・問い合わせ　収納対策室 収納係　　840－8129

“納税で生き・活き   
　　　　まちづくり” 

 

■滞納処分の状況 
 

 区　　分 

不 動 産  

参 加 差 押  

預 金  

給 与 等  

電 話 加 入 権  

 　合　　計 

   
差
　
　
押 

1２月末までの 
差 押 件 数  

継 続 中 の  
差 押 件 数  

１ 月 分 の  
差 押 件 数  

１ 月 分 の  
解 除 件 数  

 

243　 10　 

3　 
7　 
1　 
2　 
23　 17　 

1　 
1　 

1　 
8　 

6　 247　 
100　 
5　 
1　 

417　 
64　 

98　 
6　 
1　 
63　 
411　 

　今月は、「市・県民税」「固定資産税」

「国民健康保険料」「介護保険料」の納付

強化月間です。 

　未納の方はお早めに納付してください。   災害種別 

１月の火災 

１月の救急 

糸満市の火災・救急 平成17年１月末日現在 

　　（　）内は平成17年累計 

  件　　数 前年比 

+1 

+49

　 2件（  2件） 

198件（198件） 

平成平成16年 

前月比前月比 

総面積　46.63km
2 

平成15年10月１日現在 

１月１月3131日現在人口日現在人口 

世帯数世帯数 
男 
女 

総人口総人口 

平成平成17年 

前月比前月比 
１月31日現在人口 

19,778（+ 29） 
28,928（+ 15） 
28,477（+  5） 
57,405（+ 20） 

世帯数 
男 
女 

総人口 

平成17年 

前月比 前月比 

お知らせ 

　４月から有害ごみの分別収集が始まります。有害ごみに指定されている

のは下記のとおりです。また、有害ごみの分別収集により、燃やせない

ごみの収集日が変更になります。詳しくはパンフレットをご覧ください。 

有害ごみの分別収集が始まります 

糸満ハーレー舟進水式 
 
　約10年振りに舟が建造され、関係
者による進水式が行われます。興味
のある方は見学にいらしてください。 
 
◆日時　3月13日(日) 午後3時30分 

◆場所　南浜漁港(市役所北側) 

割れないように燃やせないごみ袋にいれて、

有害ごみ収集日(月１回)出してください。 

市内の販売店に設置している乾電池回収

箱に入れてください。 
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▼問い合わせ　生活環境課　　840-8124



 

 土地・家屋価格等縦覧帳簿 
の縦覧制度について  

 

  平成17年度固定資産税について、納税

者が自己の所有する土地又は家屋が、他

の土地又は家屋の価格と比較して適正で

あるかを確認するための制度です。縦覧

に供する範囲(項目)等は次のとおりです。 
 

◆縦覧できる範囲 

①土地：所在、地番、地目、地籍、価格 

②家屋：所在、家屋番号、種類、構造、

　　　　床面積、価格 

◆期間　4月1日(金)～5月2日(月) 

      　　※但し、土、日、祝祭日を除く 

◆時間　午前9時～12時、午後1時～5時 

◆場所　糸満市役所  税務課（2階北側) 

◆縦覧できる方 

　市内に在する固定資産(土地又は家屋)

の納税義務者、または当該納税義務者か

らの委任を受けた者 

◆持参するもの 

①納税義務者は、印鑑(認印可)、本人を

　確認できる書類(納税通知書、運転免

　許証、健康保険証など) 

②委任を受けた者は、納税義務者からの

　委任状、縦覧者の印鑑(認印可) 

※準備に時間を要しますので、できるだ

け事前にご連絡ください。 
 

▼お問い合わせ 

税務課 資産税係　　840-8128　 

老人医療保健相談員(嘱託) 
◆報酬　月額 165,000円 

◆資格　保健師、看護師、準看護師いず

　　　　れかの資格をお持ちの方 

◆勤務時間　月～金　午前9時～午後4時 

◆業務内容　高齢者の医療に関する指導

　　　　　　および調査 

◆応募方法　履歴書に上記資格の免許証

　　　　　　の写しを添えて提出 

◆応募期間　3月10日(木)～22日(火) 

◆選考方法　書類審査し、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ 

介護長寿課 老人医療係　　840-8133　 

(担当：島根、大城) 

看護師嘱託職員 
◆応募資格　看護師免許を有する方 

◆勤務時間　午前8時30分～午後5時 

(月10日程度出勤)　　 

◆勤務内容　訪問看護 

◆応募方法　履歴書に上記資格の免許証

　　　　　　の写しを添えて提出 

▼申し込み・問い合わせ 

保健予防課　　840-8126　 

 

金融学習講演会 
～金融トラブルに巻き込まれないために～ 

 

　糸満市婦人連合会では、次のとおり講

演会を開催します。 

◆日時　3月19日(土)　午後2時～4時 

◆場所　農村環境改善センター 

▼問い合わせ 

　生涯学習振興課　　840-8163　　 

 

福祉住環境フォーラム 
～障害者にも安心・安全なまちづくりを～ 

 

◆日時　3月8日(火) 午後2時～4時30分 

　　　　　　　　 　(午後1時30分受付) 

◆場所　社会福祉センター(大ホール) 

◆申し込み・問い合わせ 

　糸満市障害者生活支援センター陽だまり 

　840-8468 (担当:徳村)　 

 
『糸満市史』調査員 

◆業務内容 

　外国移民や本土出稼ぎ経験者の話を直

接聞き、文章にまとめる。 

◆資格　地域史に関心のある方 

◆時期　4月以降 

◆募集人員　10人 

◆謝礼　原稿提出後に支払う 

▼申し込み・問い合わせ 

　文化課　　840-8162（担当：加島） 

 
保健相談員（嘱託) 

◆報酬　月額 165,000円 

◆資格　保健師、看護師、準看護師いず

　　　　れかの資格をお持ちの方 

◆勤務時間　月～金　午前9時～午後4時 

◆募集方法　履歴書に上記の資格の免許

　　　　　　証の写しを添えて提出 

◆募集期間　3月10日(木)～28日(月) 

◆選考方法　書類審査し、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ 

　国保年金課　　840-8127　 

 

糸満市教育委員会 臨時職員 
 

 

 

 

 

 

 

◆待遇 

　社会保険、雇用保険、賞与、有給休暇制度有 

◆資格 

　①補助教諭については、教育職員免許法に

定める免許を所持する者。または、平成17年

３月末までに取得できる者(小学校では、小学

校普通免許所持者、中学校では、国語・数学・

あるいは英語の免許のいずれかを所持する者で、

コンピュータに詳しい者) 

　⑤の司書補助員については、司書の資格を

有する者 

◆申込方法 

　①～⑤は教育委員会総務課に履歴書を提出 

　⑥は、直接給食センターへ提出 

◆申込期限　3月18日（金） 

▼申し込み・問い合わせ 

　教育委員会総務課　　840-8160 　 

(担当：稲福)　 

 

－14－ －15－ 広報いとまん　平成17年３月7日 広報いとまん　平成17年３月７日 

保健師臨時職員 
◆応募資格　保健師の免許を有する方 

◆勤務時間　月～金　午前8時30分～午後5時

◆勤務内容　保健師業務(健康相談･訪問等) 

◆応募方法　履歴書に上記資格の免許証

　　　　　　の写しを添えて提出 

▼申し込み・問い合わせ 

　保健予防課　　840-8126　 

糸満市保育士臨時職員 
◆資格　保育士有資格 

◆募集人員　若干名 

◆待遇　日額　6,000円 

◆採用　平成17年4月 

◆応募方法　履歴書を人事課に提出 

▼問い合わせ 

人事課　　840-8117 (担当：金城)  

用地補償(登記申請)業務嘱託員 
◆報酬　月額 171,000円 

◆資格　土地の表示・権利登記業務経験者 

◆勤務時間　月～金　午前９時～午後４時 

◆募集方法　履歴書に健康診断書を添えて提出 

◆募集期間　3月10日(木)～3月31日(木) 

◆選考方法　書類審査し、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ　 

　農村整備課　　840-8136　 

市民課窓口業務嘱託員 
(各種申請書記載指導) 

◆募集人員　1名 

◆資格要件　糸満市に住所を要する者 

◆任用時期　平成17年4月 

◆選考方法　書類審査し､面接にて決定 

◆申込期間　3月10日(木)～18日(金) 

▼申し込み・問い合わせ 

　市民課　　840-8125　 

 

軽自動車税について 
 

　軽自動車税については、毎年４月１日現在の軽自動車等の所有者に、当該

軽自動車等の主たる定置場所在の市町村で課税することになっています。 

　したがいまして、他人に譲渡したり、盗難にあった場合、廃車した場合等

において適正な手続きを行わないでそのままにしておきますと、名義人に納

税通知書が送られ、税金を負担しなければいけないことになります。譲渡、

盗難、廃車等にかかる抹消などの手続きは早めに行いましょう。 

　所定の手続きについては、下記の表を参考にしてください。 

お知らせ 市役所および教育委員会　　嘱託員・臨時職員等の募集 

催し 催し 

お知らせ 

▼問い合わせ　　介護長寿課 老人医療担当　　840-8133 

 

どんなとき？ 印鑑 受給者証 その他に必要な物 

 市内で住所が変わったとき ○ ○ 医療保険証 

 名前が変わったとき ○ ○ 医療保険証 

 医療保険証が変わったとき ○ ○ 医療保険証 

 受給者証をなくしたとき ○ 医療保険証 

 死亡したとき ○ ○ 

 他の市町村へ転出したとき ○ ○ 

 医療保険加入資格を失ったとき ○ ○ 

 障害者認定でなくなったとき ○ ○ 

 生活保護を受けるようになったとき ○ ○  保護開始通知書 

◎　こんなときは必ず14日以内に届出をしてください 　
４
月
は
世
帯
員
の
転
出
や
転
入
、
医
療
保
険

の
変
更
等
が
多
い
時
期
で
す
。
「
老
人
医
療
受

給
者
証
」
は
左
記
の
場
合
は
変
更
の
届
出
が
必

要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
老
人
医
療
の
適

用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
後
で
利
用
し
た
医

療
費
を
全
額
返
し
て
も
ら
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
変
更
の
届
出
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

募集人数 給与 

① 補助教諭 16名 日額 6,000円 

② 事務補助員 16名 日額 5,300円 

③ 支援ヘルパー 若干名 〃 

④ 用務員 〃 〃 

⑤ 司書補助員 〃 〃 

⑥ 調理補助員 〃 日額 5,700円 

職種 

登　録 名義変更 廃　車 盗　難 

オートバイ 
125cc以下 

糸満市税務課 

　　840-8128

・本人印鑑 
・廃車証明書 
（譲渡証明書） 
・自賠責保険証 
（期限切れは無効)

・本人印鑑 
・オートバイ標識 
　交付証明書 
 

・本人印鑑 
・オートバイ標識 
   交付証明書 
・ナンパープレート 
 

・本人印鑑 
・盗難届受理証 
・オートバイ標識 
交付証明書 

オートバイ 
125cc超 
250cc以下 

軽自動車協会 

　　877-8274

浦添市港川500-7

・本人印鑑 
・抹消証明証 
（新車は譲渡証） 
・住民票抄本 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・オートバイ登録 
証明書 
・買主の印鑑 
・住民票抄本 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・オートバイ届済書 
（検査証） 
・ナンバープレート 

・盗難届受理証 
・本人印鑑 
・オートバイ届済書 
（検査証） 

オートバイ 
251cc以上 

沖縄陸運事務所 

　　875-3388

浦添市港川512-4

・本人印鑑 
・車検査証 
・譲渡証明証 
（新車は完成検査終了証)
・重量税 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・買主の印鑑 
・住民票抄本 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・ナンバープレート 

・盗難届受理証 
・本人印鑑 
・自動車検査証 

軽自動車 
（四輪） 

軽自動車協会 

　　877-8274

浦添市港川500-7

・本人印鑑 
・抹消証明証 
（新車は完成検査終了証)
・住民票抄本 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・買主の印鑑 
・住民票抄本 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・ナンバープレート 

・盗難届受理証 
・本人印鑑 
・自動車検査証 

車　体 手続場所 
必要な書類 

※詳しいことは、各手続場所にお問い合わせください。 

　　老人医療だより25　　老人医療受給者証の変更届出は大丈夫ですか？ 

・買主の印鑑 
・自賠責保険証 



 

 土地・家屋価格等縦覧帳簿 
の縦覧制度について  

 

  平成17年度固定資産税について、納税

者が自己の所有する土地又は家屋が、他

の土地又は家屋の価格と比較して適正で

あるかを確認するための制度です。縦覧

に供する範囲(項目)等は次のとおりです。 
 

◆縦覧できる範囲 

①土地：所在、地番、地目、地籍、価格 

②家屋：所在、家屋番号、種類、構造、

　　　　床面積、価格 

◆期間　4月1日(金)～5月2日(月) 

      　　※但し、土、日、祝祭日を除く 

◆時間　午前9時～12時、午後1時～5時 

◆場所　糸満市役所  税務課（2階北側) 

◆縦覧できる方 

　市内に在する固定資産(土地又は家屋)

の納税義務者、または当該納税義務者か

らの委任を受けた者 

◆持参するもの 

①納税義務者は、印鑑(認印可)、本人を

　確認できる書類(納税通知書、運転免

　許証、健康保険証など) 

②委任を受けた者は、納税義務者からの

　委任状、縦覧者の印鑑(認印可) 

※準備に時間を要しますので、できるだ

け事前にご連絡ください。 
 

▼お問い合わせ 

税務課 資産税係　　840-8128　 

老人医療保健相談員(嘱託) 
◆報酬　月額 165,000円 

◆資格　保健師、看護師、準看護師いず

　　　　れかの資格をお持ちの方 

◆勤務時間　月～金　午前9時～午後4時 

◆業務内容　高齢者の医療に関する指導

　　　　　　および調査 

◆応募方法　履歴書に上記資格の免許証

　　　　　　の写しを添えて提出 

◆応募期間　3月10日(木)～22日(火) 

◆選考方法　書類審査し、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ 

介護長寿課 老人医療係　　840-8133　 

(担当：島根、大城) 

看護師嘱託職員 
◆応募資格　看護師免許を有する方 

◆勤務時間　午前8時30分～午後5時 

(月10日程度出勤)　　 

◆勤務内容　訪問看護 

◆応募方法　履歴書に上記資格の免許証

　　　　　　の写しを添えて提出 

▼申し込み・問い合わせ 

保健予防課　　840-8126　 

 

金融学習講演会 
～金融トラブルに巻き込まれないために～ 

 

　糸満市婦人連合会では、次のとおり講

演会を開催します。 

◆日時　3月19日(土)　午後2時～4時 

◆場所　農村環境改善センター 

▼問い合わせ 

　生涯学習振興課　　840-8163　　 

 

福祉住環境フォーラム 
～障害者にも安心・安全なまちづくりを～ 

 

◆日時　3月8日(火) 午後2時～4時30分 

　　　　　　　　 　(午後1時30分受付) 

◆場所　社会福祉センター(大ホール) 

◆申し込み・問い合わせ 

　糸満市障害者生活支援センター陽だまり 

　840-8468 (担当:徳村)　 

 
『糸満市史』調査員 

◆業務内容 

　外国移民や本土出稼ぎ経験者の話を直

接聞き、文章にまとめる。 

◆資格　地域史に関心のある方 

◆時期　4月以降 

◆募集人員　10人 

◆謝礼　原稿提出後に支払う 

▼申し込み・問い合わせ 

　文化課　　840-8162（担当：加島） 

 
保健相談員（嘱託) 

◆報酬　月額 165,000円 

◆資格　保健師、看護師、準看護師いず

　　　　れかの資格をお持ちの方 

◆勤務時間　月～金　午前9時～午後4時 

◆募集方法　履歴書に上記の資格の免許

　　　　　　証の写しを添えて提出 

◆募集期間　3月10日(木)～28日(月) 

◆選考方法　書類審査し、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ 

　国保年金課　　840-8127　 

 

糸満市教育委員会 臨時職員 
 

 

 

 

 

 

 

◆待遇 

　社会保険、雇用保険、賞与、有給休暇制度有 

◆資格 

　①補助教諭については、教育職員免許法に

定める免許を所持する者。または、平成17年

３月末までに取得できる者(小学校では、小学

校普通免許所持者、中学校では、国語・数学・

あるいは英語の免許のいずれかを所持する者で、

コンピュータに詳しい者) 

　⑤の司書補助員については、司書の資格を

有する者 

◆申込方法 

　①～⑤は教育委員会総務課に履歴書を提出 

　⑥は、直接給食センターへ提出 

◆申込期限　3月18日（金） 

▼申し込み・問い合わせ 

　教育委員会総務課　　840-8160 　 

(担当：稲福)　 

 

－14－ －15－ 広報いとまん　平成17年３月7日 広報いとまん　平成17年３月７日 

保健師臨時職員 
◆応募資格　保健師の免許を有する方 

◆勤務時間　月～金　午前8時30分～午後5時

◆勤務内容　保健師業務(健康相談･訪問等) 

◆応募方法　履歴書に上記資格の免許証

　　　　　　の写しを添えて提出 

▼申し込み・問い合わせ 

　保健予防課　　840-8126　 

糸満市保育士臨時職員 
◆資格　保育士有資格 

◆募集人員　若干名 

◆待遇　日額　6,000円 

◆採用　平成17年4月 

◆応募方法　履歴書を人事課に提出 

▼問い合わせ 

人事課　　840-8117 (担当：金城)  

用地補償(登記申請)業務嘱託員 
◆報酬　月額 171,000円 

◆資格　土地の表示・権利登記業務経験者 

◆勤務時間　月～金　午前９時～午後４時 

◆募集方法　履歴書に健康診断書を添えて提出 

◆募集期間　3月10日(木)～3月31日(木) 

◆選考方法　書類審査し、面接にて決定 

▼申し込み・問い合わせ　 

　農村整備課　　840-8136　 

市民課窓口業務嘱託員 
(各種申請書記載指導) 

◆募集人員　1名 

◆資格要件　糸満市に住所を要する者 

◆任用時期　平成17年4月 

◆選考方法　書類審査し､面接にて決定 

◆申込期間　3月10日(木)～18日(金) 

▼申し込み・問い合わせ 

　市民課　　840-8125　 

 

軽自動車税について 
 

　軽自動車税については、毎年４月１日現在の軽自動車等の所有者に、当該

軽自動車等の主たる定置場所在の市町村で課税することになっています。 

　したがいまして、他人に譲渡したり、盗難にあった場合、廃車した場合等

において適正な手続きを行わないでそのままにしておきますと、名義人に納

税通知書が送られ、税金を負担しなければいけないことになります。譲渡、

盗難、廃車等にかかる抹消などの手続きは早めに行いましょう。 

　所定の手続きについては、下記の表を参考にしてください。 

お知らせ 市役所および教育委員会　　嘱託員・臨時職員等の募集 

催し 催し 

お知らせ 

▼問い合わせ　　介護長寿課 老人医療担当　　840-8133 

 

どんなとき？ 印鑑 受給者証 その他に必要な物 

 市内で住所が変わったとき ○ ○ 医療保険証 

 名前が変わったとき ○ ○ 医療保険証 

 医療保険証が変わったとき ○ ○ 医療保険証 

 受給者証をなくしたとき ○ 医療保険証 

 死亡したとき ○ ○ 

 他の市町村へ転出したとき ○ ○ 

 医療保険加入資格を失ったとき ○ ○ 

 障害者認定でなくなったとき ○ ○ 

 生活保護を受けるようになったとき ○ ○  保護開始通知書 

◎　こんなときは必ず14日以内に届出をしてください 　
４
月
は
世
帯
員
の
転
出
や
転
入
、
医
療
保
険

の
変
更
等
が
多
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で
す
。
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左
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合
は
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要
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手
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の
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が
受
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な
く
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り
、
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し
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も
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う
場
合
も
あ
り
ま
す
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変
更
の
届
出
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

募集人数 給与 

① 補助教諭 16名 日額 6,000円 

② 事務補助員 16名 日額 5,300円 

③ 支援ヘルパー 若干名 〃 

④ 用務員 〃 〃 

⑤ 司書補助員 〃 〃 

⑥ 調理補助員 〃 日額 5,700円 

職種 

登　録 名義変更 廃　車 盗　難 

オートバイ 
125cc以下 

糸満市税務課 

　　840-8128

・本人印鑑 
・廃車証明書 
（譲渡証明書） 
・自賠責保険証 
（期限切れは無効)

・本人印鑑 
・オートバイ標識 
　交付証明書 
 

・本人印鑑 
・オートバイ標識 
   交付証明書 
・ナンパープレート 
 

・本人印鑑 
・盗難届受理証 
・オートバイ標識 
交付証明書 

オートバイ 
125cc超 
250cc以下 

軽自動車協会 

　　877-8274

浦添市港川500-7

・本人印鑑 
・抹消証明証 
（新車は譲渡証） 
・住民票抄本 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・オートバイ登録 
証明書 
・買主の印鑑 
・住民票抄本 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・オートバイ届済書 
（検査証） 
・ナンバープレート 

・盗難届受理証 
・本人印鑑 
・オートバイ届済書 
（検査証） 

オートバイ 
251cc以上 

沖縄陸運事務所 

　　875-3388

浦添市港川512-4

・本人印鑑 
・車検査証 
・譲渡証明証 
（新車は完成検査終了証)
・重量税 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・買主の印鑑 
・住民票抄本 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・ナンバープレート 

・盗難届受理証 
・本人印鑑 
・自動車検査証 

軽自動車 
（四輪） 

軽自動車協会 

　　877-8274

浦添市港川500-7

・本人印鑑 
・抹消証明証 
（新車は完成検査終了証)
・住民票抄本 
・自賠責保険証 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・買主の印鑑 
・住民票抄本 

・本人印鑑 
・自動車検査証 
・ナンバープレート 

・盗難届受理証 
・本人印鑑 
・自動車検査証 

車　体 手続場所 
必要な書類 

※詳しいことは、各手続場所にお問い合わせください。 

　　老人医療だより25　　老人医療受給者証の変更届出は大丈夫ですか？ 

・買主の印鑑 
・自賠責保険証 



 
 

ハミングバード・糸満市少年少女合唱団 

合同記念演奏会 
 

◆日時　4月9日(土)　午後6時開演 

◆場所　パレット市民劇場 

◆入場料　前売 800円 当日1,000円 (全席自由) 

▼チケット購入・問い合わせ 

　　994-6652 (阪本)　 

 
 

やちむんシーサー展 
 

　糸満市老人クラブ陶芸サークル・土曜

陶芸サークルの合同展示会です。 
 

◆日時　4月3日(日)　午前7時～午後7時 

◆場所　市役所　東側広場 (芝生側) 

 
 

西川三味線教室 
 

◆日時　毎週日曜日　午後5時～7時 

◆場所　西川公民館 

◆対象者　三味線が好きな方 

　　　　　(初心者大歓迎♪) 

▼問い合わせ 

　　090-6863-8864 (玉城)　 

募集 

 

 

●休館日　毎週月曜日、祝祭日、第２金曜日の資料整理日 
　　　　　 

図書館から借りたものは、期限内に返しましょう！ 

3/12、3/26、4/9B
14：00 
14：40 
15：30 
 

兼城ハイツ集会所 
潮平北側広場  
阿波根宿舎  

土曜 3/16、3/30A
13：30 
16：10 
17：00

高嶺小学校      
がじゅまる児童センター 
与座区民館    

水曜 3/23、4/6D
13：20 
15：40 
16：20 
17：10

喜屋武小学校 
※摩文仁児童体育施設 
さつきの城自治会館 
米須団地 

水曜 

3/17、4/7G
13：30真壁小学校  

木曜 

3/19、4/2E
14：00 
15：00 
15：40 
 

航空局糸満宿舎 
願寿館 
西崎１丁目集会所 
 

土曜 3/13、4/3F
10：40 
14：00 
14：40 
15：20 
 

西崎さくら公園 
パークタウン自治会館 
雇用促進住宅 
潮平高層住宅 

日曜 

10：30 
11：10 
14：00 
14：40 
15：30

※新垣公民館  
※真栄平コミュニティ供用施設 
賀数公民館 
※武富構造改善センター 
おおたばる（賀数宿舎） 

 3/27 日曜 C

巡回日［3/12～4/9］ 

各地域とも滞在時間は 
30分～50分です。 

開館時間：火～金　午前10時～午後７時 
　　　　　土・日　午前10時～午後５時 中央図書館 995-3746

みなよむ 

 

●今月の行事 
＊おはなし会：3月12日(土)・26日(土) 午後３時 おはなしのへや 
＊上　映　会：3月27日(日) 午後２時 ２階集会室 
　　　　　　　アニメ「山ねずみロッキーチャック」 

移動図書館　くろしお号 

教育委員会より 催し 催し 

※借りっぱなしの図書館資料は早めに返してください！ 

　今年の蔵書点検で、不明資料が発見されています。長期延滞者

には督促のはがきを2月10日付けで送付しています。 

▼問い合わせ　教育委員会 学校教育課　　840-8165

　
平
成
十
七
年
度 

小
・
中
学
校
入
学
式 

学校名 日　付 受付時間 開始時間 電話番号 

兼城小学校 4月8日(金) 午前8時45分  午前10時 994-6321

糸満小学校 4月8日(金) 午前9時  午前10時 994-2013

糸満南小学校 4月8日(金) 午前8時40分  午前10時 994-2121

高嶺小学校 4月8日(金) 午前8時15分  午前9時50分 994-2310

真壁小学校 4月8日(金) 午前9時  午前9時50分 997-2016

喜屋武小学校 4月8日(金) 午前8時30分  午前10時 997-2005

米須小学校 4月8日(金) 午前9時  午前10時 997-4511

西崎小学校 4月8日(金) 午前8時40分  午前10時 992-3451

潮平小学校 4月8日(金) 午前8時40分  午前10時 992-2545

光洋小学校 4月8日(金) 午前8時50分  午前10時 992-0880

学校名 日　付 受付時間 開始時間 電話番号 

兼城中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-6352

糸満中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-2030

高嶺中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-2045

三和中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 997-2014

西崎中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-3050

潮平中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 992-7575
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運行日程が変更のお知らせ  
　平成17年度から※印が廃止に
なり、米須小学校 (Cコース)、兼
城小学校 (Hコース)を新設します。 
　また、巡回日や時間が変更に
なる場所もありますので４月号
の広報でご確認ください。 

◆被保険者証切り換え日程 

◎平成17年度国民健康保険被保険者証更新日程表（地区別） 

　糸満地区　　　・・・3月  7日(月)～10日(木) 

　西川地区　　　・・・3月10日(木) 

　潮崎・西崎地区・・・3月10日(木)～14日(月) 

　兼城地区　　　・・・3月15日(火)～18日(金) 

　高嶺地区　　　・・・3月17日(木)～22日(火) 

　三和地区　　　・・・3月22日(火)～25日(金) 

※土・日・祝祭日は休みです。　 

◆場所　糸満市役所　収納対策室窓口 

◆時間　午前９時～正午・午後１時～４時 

◆持ってくるもの 

　①現在の銀ねずみ色(退職者被保険者は白茶色)の被保険者証

　　(学・遠証をお持ちの方はその被保険者証) 

　②世帯主の印鑑 

　③学・遠証の交付を受ける方は、在学・在園証明書 

▼問い合わせ　　国保年金課年金係　　　840-8127

－17－ 広報いとまん　平成17年３月７日 

　　はいさい年金で～びる 128　　平成17年4月から国民年金保険料口座振替制度の拡充 

① 月々の口座振替に早割制度ができました 

○今までは、月々の口座振替は、当月保険料の翌月引落し 

→定額保険料 

○早割制度を申し込むと、当月保険料を当月末引落し 

→定額保険料より40円割引 

　　　　　　※注意 

・口座振替(月々払い)の早割制度を4月から希望

する場合は、平成17年3月30日必着で社会保

険事務所への申し込みが必要です。ご希望の

方は早めにお申し込みください。 

・現在、口座振替(月々払い)をされている方が、

早割制度を4月から希望する場合も、平成17

年3月30日必着で社会保険事務所への申込み

が必要です。 

② 保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます

　5月2日までに平成17年度分の保険料を一括して１年分前納

すると… 

　○現金払いでは、2,890円の割引 

　○口座振替では、3,420円の割引 (現金払いより530円もお得) 

　※注意 

　　口座振替での1年前納は、平成17年3月30日必着で社会

保険事務所への申し込みが必要となりますので、早めに手

続きをしてください。なお、既に口座振替で前納されてい

る方は届出の必要はありません。 

 

 

 

　１割の自己負担が、ひと月以内で下記の一定金額（上限

額）を越えたときは、その越えた分が高額介護サービス費

として払い戻されます。(※払い戻しの対象には食費や自

己負担分等は含まれていません) 

　また、所得によってその上限が減額されるしくみになっ

ています。 

◆自己負担の上限額（世帯合算します） 

　・市町村民税世帯課税の方・・・・・・・・・37,200円 

　・世帯全員が市町村民税非課税の方・・・・・24,600円 

　・生活保護受給者および老齢福祉年金受給者で、 

　　世帯全員が市町村民税非課税の方・・・・・15,000円 

 

　該当する方には、案内通知書(お知らせ)をお送りしています。 

　まだ手続きを済ませていない方はお早めにお手続きくだ

さい。 
 

◇申請に必要なもの◇ 

　・高額介護サービス費申請書 (該当者に送付します） 

　・該当月分の介護サービス費領収書 

　・印鑑 

　・預金通帳 (サービス利用者本人名義で郵便局以外のもの) 

※利用者からの委任状があれば家族名義等も可 

 

▼問い合わせ　　　　　　　　　　 

介護長寿課 給付係　　840-8133　 

　　介護保険 50　介護保険サービス受給者で、１割の自己負担が高額になったとき！！ 

－16－ 広報いとまん　平成17年３月７日 

　　国保だより 125　　国民健康保険被保険者証切り替えのお知らせ 

▼問い合わせ　　収納対策室　　840-8129

　4月1日から新しい被保険者証に変わります。忘れずに下記のとおり切り換えの手続きをしてください。 

　なお、平成16年度第７期(平成17年１月31日納期限)までの国保税を全額納め終えた世帯には、被保険者証を

平成17年３月中に宅配しますので役所窓口での切り換え手続きは必要ありません。 

　また、保険税の未納のある方は切り換え当日までにお支払いください。 

  平成17年度の国民年金保険料は13,580円になります。 
国民年金保険料を平成17年4月から毎年度280円ずつ引き上げ,

平成29年度以降は,16,900円で固定されます。 



 
 

ハミングバード・糸満市少年少女合唱団 

合同記念演奏会 
 

◆日時　4月9日(土)　午後6時開演 

◆場所　パレット市民劇場 

◆入場料　前売 800円 当日1,000円 (全席自由) 

▼チケット購入・問い合わせ 

　　994-6652 (阪本)　 

 
 

やちむんシーサー展 
 

　糸満市老人クラブ陶芸サークル・土曜

陶芸サークルの合同展示会です。 
 

◆日時　4月3日(日)　午前7時～午後7時 

◆場所　市役所　東側広場 (芝生側) 

 
 

西川三味線教室 
 

◆日時　毎週日曜日　午後5時～7時 

◆場所　西川公民館 

◆対象者　三味線が好きな方 

　　　　　(初心者大歓迎♪) 

▼問い合わせ 

　　090-6863-8864 (玉城)　 

募集 

 

 

●休館日　毎週月曜日、祝祭日、第２金曜日の資料整理日 
　　　　　 

図書館から借りたものは、期限内に返しましょう！ 

3/12、3/26、4/9B
14：00 
14：40 
15：30 
 

兼城ハイツ集会所 
潮平北側広場  
阿波根宿舎  

土曜 3/16、3/30A
13：30 
16：10 
17：00

高嶺小学校      
がじゅまる児童センター 
与座区民館    

水曜 3/23、4/6D
13：20 
15：40 
16：20 
17：10

喜屋武小学校 
※摩文仁児童体育施設 
さつきの城自治会館 
米須団地 

水曜 

3/17、4/7G
13：30真壁小学校  

木曜 

3/19、4/2E
14：00 
15：00 
15：40 
 

航空局糸満宿舎 
願寿館 
西崎１丁目集会所 
 

土曜 3/13、4/3F
10：40 
14：00 
14：40 
15：20 
 

西崎さくら公園 
パークタウン自治会館 
雇用促進住宅 
潮平高層住宅 

日曜 

10：30 
11：10 
14：00 
14：40 
15：30

※新垣公民館  
※真栄平コミュニティ供用施設 
賀数公民館 
※武富構造改善センター 
おおたばる（賀数宿舎） 

 3/27 日曜 C

巡回日［3/12～4/9］ 

各地域とも滞在時間は 
30分～50分です。 

開館時間：火～金　午前10時～午後７時 
　　　　　土・日　午前10時～午後５時 中央図書館 995-3746

みなよむ 

 

●今月の行事 
＊おはなし会：3月12日(土)・26日(土) 午後３時 おはなしのへや 
＊上　映　会：3月27日(日) 午後２時 ２階集会室 
　　　　　　　アニメ「山ねずみロッキーチャック」 

移動図書館　くろしお号 

教育委員会より 催し 催し 

※借りっぱなしの図書館資料は早めに返してください！ 

　今年の蔵書点検で、不明資料が発見されています。長期延滞者

には督促のはがきを2月10日付けで送付しています。 

▼問い合わせ　教育委員会 学校教育課　　840-8165

　
平
成
十
七
年
度 

小
・
中
学
校
入
学
式 

学校名 日　付 受付時間 開始時間 電話番号 

兼城小学校 4月8日(金) 午前8時45分  午前10時 994-6321

糸満小学校 4月8日(金) 午前9時  午前10時 994-2013

糸満南小学校 4月8日(金) 午前8時40分  午前10時 994-2121

高嶺小学校 4月8日(金) 午前8時15分  午前9時50分 994-2310

真壁小学校 4月8日(金) 午前9時  午前9時50分 997-2016

喜屋武小学校 4月8日(金) 午前8時30分  午前10時 997-2005

米須小学校 4月8日(金) 午前9時  午前10時 997-4511

西崎小学校 4月8日(金) 午前8時40分  午前10時 992-3451

潮平小学校 4月8日(金) 午前8時40分  午前10時 992-2545

光洋小学校 4月8日(金) 午前8時50分  午前10時 992-0880

学校名 日　付 受付時間 開始時間 電話番号 

兼城中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-6352

糸満中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-2030

高嶺中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-2045

三和中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 997-2014

西崎中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 994-3050

潮平中学校 4月8日(金) 午後1時30分  午後2時 992-7575
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運行日程が変更のお知らせ  
　平成17年度から※印が廃止に
なり、米須小学校 (Cコース)、兼
城小学校 (Hコース)を新設します。 
　また、巡回日や時間が変更に
なる場所もありますので４月号
の広報でご確認ください。 

◆被保険者証切り換え日程 

◎平成17年度国民健康保険被保険者証更新日程表（地区別） 

　糸満地区　　　・・・3月  7日(月)～10日(木) 

　西川地区　　　・・・3月10日(木) 

　潮崎・西崎地区・・・3月10日(木)～14日(月) 

　兼城地区　　　・・・3月15日(火)～18日(金) 

　高嶺地区　　　・・・3月17日(木)～22日(火) 

　三和地区　　　・・・3月22日(火)～25日(金) 

※土・日・祝祭日は休みです。　 

◆場所　糸満市役所　収納対策室窓口 

◆時間　午前９時～正午・午後１時～４時 

◆持ってくるもの 

　①現在の銀ねずみ色(退職者被保険者は白茶色)の被保険者証

　　(学・遠証をお持ちの方はその被保険者証) 

　②世帯主の印鑑 

　③学・遠証の交付を受ける方は、在学・在園証明書 

▼問い合わせ　　国保年金課年金係　　　840-8127

－17－ 広報いとまん　平成17年３月７日 

　　はいさい年金で～びる 128　　平成17年4月から国民年金保険料口座振替制度の拡充 

① 月々の口座振替に早割制度ができました 

○今までは、月々の口座振替は、当月保険料の翌月引落し 

→定額保険料 

○早割制度を申し込むと、当月保険料を当月末引落し 

→定額保険料より40円割引 

　　　　　　※注意 

・口座振替(月々払い)の早割制度を4月から希望

する場合は、平成17年3月30日必着で社会保

険事務所への申し込みが必要です。ご希望の

方は早めにお申し込みください。 

・現在、口座振替(月々払い)をされている方が、

早割制度を4月から希望する場合も、平成17

年3月30日必着で社会保険事務所への申込み

が必要です。 

② 保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます

　5月2日までに平成17年度分の保険料を一括して１年分前納

すると… 

　○現金払いでは、2,890円の割引 

　○口座振替では、3,420円の割引 (現金払いより530円もお得) 

　※注意 

　　口座振替での1年前納は、平成17年3月30日必着で社会

保険事務所への申し込みが必要となりますので、早めに手

続きをしてください。なお、既に口座振替で前納されてい

る方は届出の必要はありません。 

 

 

 

　１割の自己負担が、ひと月以内で下記の一定金額（上限

額）を越えたときは、その越えた分が高額介護サービス費

として払い戻されます。(※払い戻しの対象には食費や自

己負担分等は含まれていません) 

　また、所得によってその上限が減額されるしくみになっ

ています。 

◆自己負担の上限額（世帯合算します） 

　・市町村民税世帯課税の方・・・・・・・・・37,200円 

　・世帯全員が市町村民税非課税の方・・・・・24,600円 

　・生活保護受給者および老齢福祉年金受給者で、 

　　世帯全員が市町村民税非課税の方・・・・・15,000円 

 

　該当する方には、案内通知書(お知らせ)をお送りしています。 

　まだ手続きを済ませていない方はお早めにお手続きくだ

さい。 
 

◇申請に必要なもの◇ 

　・高額介護サービス費申請書 (該当者に送付します） 

　・該当月分の介護サービス費領収書 

　・印鑑 

　・預金通帳 (サービス利用者本人名義で郵便局以外のもの) 

※利用者からの委任状があれば家族名義等も可 

 

▼問い合わせ　　　　　　　　　　 

介護長寿課 給付係　　840-8133　 

　　介護保険 50　介護保険サービス受給者で、１割の自己負担が高額になったとき！！ 

－16－ 広報いとまん　平成17年３月７日 

　　国保だより 125　　国民健康保険被保険者証切り替えのお知らせ 

▼問い合わせ　　収納対策室　　840-8129

　4月1日から新しい被保険者証に変わります。忘れずに下記のとおり切り換えの手続きをしてください。 

　なお、平成16年度第７期(平成17年１月31日納期限)までの国保税を全額納め終えた世帯には、被保険者証を

平成17年３月中に宅配しますので役所窓口での切り換え手続きは必要ありません。 

　また、保険税の未納のある方は切り換え当日までにお支払いください。 

  平成17年度の国民年金保険料は13,580円になります。 
国民年金保険料を平成17年4月から毎年度280円ずつ引き上げ,

平成29年度以降は,16,900円で固定されます。 



社会福祉協議会へ 

▽新垣キクさん＝真壁199より、 

　故　新垣幸保様の香典返しとして5万円 

▽金城宏有さん＝糸満1943-33より、 

　故　金城ユキ様の香典返しとして10万円 

▽糸満市商工会青年部＝字糸満2075より、 

　寄付金として5万円 

 

 

糸満市人材育成事業へ 

▽上原博さん＝那覇市曙2-21-15より、 

　故　上原安子様の香典返しとして10万円 

▽栄盛満さん＝喜屋武266より、 

　一般寄付金として39,199円 

▽金城宏有さん＝糸満1943-33 

　故　金城ユキ様の香典返しとして10万円 

▽家庭系一般ごみ収集運搬委託業者より、 

　一般寄付金として10万円 

◎平成16年度「赤い羽根共同募金運動」お礼 

　目標額　8,070,000円 

　実績額　8,100,680円 (達成率100.4%) 

　ありがとうございました。 

 

◎平成16年度「歳末たすけ合い募金運動」お礼 

　目標額　3,200,000円 

　実績額　2,799,037円 (達成率87.5%) 

　ありがとうございました。 

各種相談先  

寄 付 ご芳志ありがとうございます （1月11日～2月11日） 

発行日　平成17年３月７日　475号 /発行　糸満市役所 /編集　総務企画部秘書広報・男女参画課 
〒901-0392　糸満市潮崎町1丁目1番地 /代表TEL（098）840-8111 /FAX（098）840-8112 

h t t p : / / www . c i t y . i t o m a n . o k i n a w a . j p /

◎ふれあい福祉相談 

　◆日時　毎週月曜日～金曜日　13:00～17:00 

　◆場所　社会福祉センター（ふれあい福祉相談室） 

　▼TEL 994-0563（内15）　専用TEL 852-3000

◎子育て相談 

　◆日時　毎週火曜日～土曜日　10:00～17:00 

　◆場所　青少年センター（がじゅまる児童センター） 

995-1952（gajimaru@southernx.ne.jp） 

◎無料法律相談　～弁護士による法律相談～ 

　◆日時　毎月第２、４水曜日　13:30～15:30 

　◆受付　相談日の前日の午前９時から先着５名 

　◆場所　市民生活課(相談室） 

　あなたのプライバシーや秘密は必ず守ります。
　一人で悩まずささいなことでもご相談を！ 

◎女性相談所　～女性のいろいろな悩みを解決します～ 

　◆受付時間　平　日　　　　 　8:30～17:00 

　　　　　　　土・日・祝祭日　10:00～17:00 

　▼沖縄女性相談所 　854－1172

◎障害者相談　～県から委託を受けた方々です～ 

　▼身体障害　桜木かほる 　992－2723 

　　　　　　　豊平　朝清 　992－4741 

　▼知的障害　山城　和枝 　994－4346

◎健康相談 ～健康についての悩み事はこちらまで～ 

　◆日時　毎週水曜日　　9:30～12:00 

　◆場所　市役所ロビー　（保健予防課 　840-8126） 

◎市民相談　～市民生活に関する相談に応じます～ 

　◆日時　月・火・水・金(祝日はお休み)　8:30～17:00 

　◆場所　市民生活課 　840-8123

◎人権相談　～親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等～ 
　人権擁護委員 

　▼上原秀昭 　992-6057　　▼大城静江 　994-7958 

　▼上原幸佳 　994-2506　　▼金城則子 　994-3333 

　▼比嘉かね 　994-2390　　▼大城美根子 　994-7076

◎行政相談　～役所の仕事に関する苦情や意見・要望等をお受けします～ 

　◆日時　毎月第２火曜日　14:00～16:00 

　◆場所　市役所２階相談室 

　▼金城栄子 　994-5978　▼酒屋祐定 　997-3117

3月10日(木) 
二月一日 

26日(土) 
十七日 

27日(日) 
十八日 

28日(月) 
十九日 

29日(火) 
二十日 

30日(水) 
二十一日 

31日(木) 
二十二日 

13日(日) 
四日 

14日(月) 
五日 

15日(火) 
六日 

16日(水) 
七日 

17日(木) 
八日 

18日(金) 
九日 

19日(土) 
　十日 

20日(日) 
十一日 

21日(月) 
十二日 

22日(火) 
十三日 

23日(水) 
十四日 

24日(木) 
十五日 

4月1日(金) 
二十三日 

２日(土) 
二十四日 

３日(日) 
二十五日 

４日(月) 
二十六日 

５日(火) 
二十七日 

６日(水) 
二十八日 

７日(木) 
二十九日 

８日(金) 
三十日 

９日(土) 
三月一日 

25日(金) 
十六日 

11日(金) 
二日 

12日(土) 
三日 

◎中央公民館　毎週土曜日　少年少女合唱団（11時～12時）子ども放送局(10時半～12時) 
◎子育て支援センターぬくぬく　毎週水曜日　育児講座（10時～11時）　※祝祭日は休み 
◎糸満市社会福祉協議会　第２、４土曜日　FMたまん社協コーナー（10時） 

３月(弥生) 市政カレンダー 日 
旧暦 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日(資料整理日)

 ■図書館休館日(資料整理日)

 

 ●春分の日 

 ●振替休日 

 ■障害児スポーツ教室(中央公民館)16時 

 ■知的障害児・一般エアロビクス教室(中央公民館)16時 
 ■糸満ハーレー舟進水式（南浜漁港）15時半 

 ■障害児スポーツ教室(中央公民館)16時  ■市民の清掃の日（西崎球場西側駐車場）9時 

 ■知的障害者絵画教室(中央公民館)10時 
 ■金融学習講演会(農村環境改善センター)14時～16時 

 ■第17回なんぶトリムマラソン(西崎総合運動公園)

 ■地域子育てひろば(米須公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(米須公民館)10時～12時 

 ■やちむんシーサー展(市役所東側広場)7時～19時 

 ■地域子育てひろば(大里公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(賀数公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(大里公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(潮平高層県営住宅集会所)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(潮平高層県営住宅集会所)10時～12時 

 ■小・中学校入学式 

 ■ハミングバード・市少年少女合唱団合同記念演奏会 
(パレット市民劇場)18時 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日 

 ■自治連絡員会議(市役所3-c会議室)14時 

 ■自治連絡員会議(市役所3-c会議室)14時 
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－18－ －19－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

 

「個人情報の保護に関する法律」が 
４月１日から全面施行 

 

　個人情報の保護に関する法律は、個人情報の適正な取扱

いに関し、基本的な事項を定め、国等の責務を明らかにす

るとともに、個人情報を取り扱う事業者の義務を定めるこ

とにより、個人情報の有用性に配慮しながら、個人の権利

や利益を保護することを目的としています。 

　この法律においては、国、地方公共団体は、個人情報の

取扱いに対する苦情処理のための措置、あっせん等を行う

ことになっており、また、個人情報取扱事業者に対しては、

個人情報の利用目的による制限、開示請求に対する開示の

義務等が課されます。 

「糸満市個人情報保護条例」の一部を改正 
 

　市民の個人情報の取扱いを定めている糸満市個人情報保

護条例について、罰則を追加する等の改正を行いました。

主な内容は次のとおりです。なお、罰則については、４月

１日からの施行です。 
 

　①　通信回線によって個人情報を提供した場合において、

　　漏洩、事故等が発生したときの通信先の調査、電子計算

　　機の結合の切断等の措置を講じることができる旨の追加 
　　 

　②　職員等が不正に個人情報を提供した場合等(懲役または

　　罰金刑)および不正の手段により個人情報の開示を受けた

　　者等(過料)に対する罰則の追加 

◆ＦＭたまんラジオ回覧版◆ 
－糸満とれたて情報満載－ 

ラジオ広報 

▼日時　毎週月～金曜日　正午 
◇糸満・南部の話題で60分！ 
◇市町村職員や市民が電話出演 

市政情報センターから２つの重要なお知らせ 

▼個人情報の保護に関する法律・糸満市個人情報保護条例に関する 

　問い合わせは・・・総務課　市政情報センター　　840-8245

交通災害共済に加入しましょう 
市民同士が助け合う制度です。 

◆加入方法 

　申込書に記入し、掛金を添えて最寄りの銀行、農

協の本店及び支店でお申し込みください。(印鑑不要) 

　※現在加入されている方も3月31日が満期です。 

　※申込書は今月号の広報誌と共に各家庭に配布します。 

▼問い合わせ　　市民生活課　　840-8123　 



社会福祉協議会へ 

▽新垣キクさん＝真壁199より、 

　故　新垣幸保様の香典返しとして5万円 

▽金城宏有さん＝糸満1943-33より、 

　故　金城ユキ様の香典返しとして10万円 

▽糸満市商工会青年部＝字糸満2075より、 

　寄付金として5万円 

 

 

糸満市人材育成事業へ 

▽上原博さん＝那覇市曙2-21-15より、 

　故　上原安子様の香典返しとして10万円 

▽栄盛満さん＝喜屋武266より、 

　一般寄付金として39,199円 

▽金城宏有さん＝糸満1943-33 

　故　金城ユキ様の香典返しとして10万円 

▽家庭系一般ごみ収集運搬委託業者より、 

　一般寄付金として10万円 

◎平成16年度「赤い羽根共同募金運動」お礼 

　目標額　8,070,000円 

　実績額　8,100,680円 (達成率100.4%) 

　ありがとうございました。 

 

◎平成16年度「歳末たすけ合い募金運動」お礼 

　目標額　3,200,000円 

　実績額　2,799,037円 (達成率87.5%) 

　ありがとうございました。 

各種相談先  

寄 付 ご芳志ありがとうございます （1月11日～2月11日） 

発行日　平成17年３月７日　475号 /発行　糸満市役所 /編集　総務企画部秘書広報・男女参画課 
〒901-0392　糸満市潮崎町1丁目1番地 /代表TEL（098）840-8111 /FAX（098）840-8112 

h t t p : / / www . c i t y . i t o m a n . o k i n a w a . j p /

◎ふれあい福祉相談 

　◆日時　毎週月曜日～金曜日　13:00～17:00 

　◆場所　社会福祉センター（ふれあい福祉相談室） 

　▼TEL 994-0563（内15）　専用TEL 852-3000

◎子育て相談 

　◆日時　毎週火曜日～土曜日　10:00～17:00 

　◆場所　青少年センター（がじゅまる児童センター） 

995-1952（gajimaru@southernx.ne.jp） 

◎無料法律相談　～弁護士による法律相談～ 

　◆日時　毎月第２、４水曜日　13:30～15:30 

　◆受付　相談日の前日の午前９時から先着５名 

　◆場所　市民生活課(相談室） 

　あなたのプライバシーや秘密は必ず守ります。
　一人で悩まずささいなことでもご相談を！ 

◎女性相談所　～女性のいろいろな悩みを解決します～ 

　◆受付時間　平　日　　　　 　8:30～17:00 

　　　　　　　土・日・祝祭日　10:00～17:00 

　▼沖縄女性相談所 　854－1172

◎障害者相談　～県から委託を受けた方々です～ 

　▼身体障害　桜木かほる 　992－2723 

　　　　　　　豊平　朝清 　992－4741 

　▼知的障害　山城　和枝 　994－4346

◎健康相談 ～健康についての悩み事はこちらまで～ 

　◆日時　毎週水曜日　　9:30～12:00 

　◆場所　市役所ロビー　（保健予防課 　840-8126） 

◎市民相談　～市民生活に関する相談に応じます～ 

　◆日時　月・火・水・金(祝日はお休み)　8:30～17:00 

　◆場所　市民生活課 　840-8123

◎人権相談　～親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等～ 
　人権擁護委員 

　▼上原秀昭 　992-6057　　▼大城静江 　994-7958 

　▼上原幸佳 　994-2506　　▼金城則子 　994-3333 

　▼比嘉かね 　994-2390　　▼大城美根子 　994-7076

◎行政相談　～役所の仕事に関する苦情や意見・要望等をお受けします～ 

　◆日時　毎月第２火曜日　14:00～16:00 

　◆場所　市役所２階相談室 

　▼金城栄子 　994-5978　▼酒屋祐定 　997-3117

3月10日(木) 
二月一日 

26日(土) 
十七日 

27日(日) 
十八日 

28日(月) 
十九日 

29日(火) 
二十日 

30日(水) 
二十一日 

31日(木) 
二十二日 

13日(日) 
四日 

14日(月) 
五日 

15日(火) 
六日 

16日(水) 
七日 

17日(木) 
八日 

18日(金) 
九日 

19日(土) 
　十日 

20日(日) 
十一日 

21日(月) 
十二日 

22日(火) 
十三日 

23日(水) 
十四日 

24日(木) 
十五日 

4月1日(金) 
二十三日 

２日(土) 
二十四日 

３日(日) 
二十五日 

４日(月) 
二十六日 

５日(火) 
二十七日 

６日(水) 
二十八日 

７日(木) 
二十九日 

８日(金) 
三十日 

９日(土) 
三月一日 

25日(金) 
十六日 

11日(金) 
二日 

12日(土) 
三日 

◎中央公民館　毎週土曜日　少年少女合唱団（11時～12時）子ども放送局(10時半～12時) 
◎子育て支援センターぬくぬく　毎週水曜日　育児講座（10時～11時）　※祝祭日は休み 
◎糸満市社会福祉協議会　第２、４土曜日　FMたまん社協コーナー（10時） 

３月(弥生) 市政カレンダー 日 
旧暦 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日(資料整理日)

 ■図書館休館日(資料整理日)

 

 ●春分の日 

 ●振替休日 

 ■障害児スポーツ教室(中央公民館)16時 

 ■知的障害児・一般エアロビクス教室(中央公民館)16時 
 ■糸満ハーレー舟進水式（南浜漁港）15時半 

 ■障害児スポーツ教室(中央公民館)16時  ■市民の清掃の日（西崎球場西側駐車場）9時 

 ■知的障害者絵画教室(中央公民館)10時 
 ■金融学習講演会(農村環境改善センター)14時～16時 

 ■第17回なんぶトリムマラソン(西崎総合運動公園)

 ■地域子育てひろば(米須公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(米須公民館)10時～12時 

 ■やちむんシーサー展(市役所東側広場)7時～19時 

 ■地域子育てひろば(大里公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(賀数公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(大里公民館)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(潮平高層県営住宅集会所)10時～12時 

 ■地域子育てひろば(潮平高層県営住宅集会所)10時～12時 

 ■小・中学校入学式 

 ■ハミングバード・市少年少女合唱団合同記念演奏会 
(パレット市民劇場)18時 

 ■図書館休館日 

 ■図書館休館日 

 ■自治連絡員会議(市役所3-c会議室)14時 

 ■自治連絡員会議(市役所3-c会議室)14時 

▽
最
近
の
糸
満
市
は
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
関
係
が
盛
ん
で
す
。ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
も
す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
、カ

イ
ト
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ジ
ャ
ン
プ
し

た
と
き
の
高
さ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。

技
も
た
く
さ
ん
あ
り
見
て
い
て
楽
し

い
の
で
す
が
、
広
報
の
カ
メ
ラ
で
は
、

な
か
な
か
良
い
写
真
が
撮
れ
な
い
・・・
。

来
年
は
海
に
入
っ
て
撮
っ
て
み
る
か
な
！ 

　
　(

け
ど
寒
い
の
は
嫌
い
＠
し
げ
お) 

 

▽
糸
満
中
学
校
の
牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
で
、毎
日
地
道
に
頑
張
っ
て
い

る
生
徒
た
ち
。皆
と
て
も
自
然
体
で
、

環
境
に
対
す
る
意
識
が
し
っ
か
り
身

に
つ
い
て
い
て
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
の
お
話
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
回
収
に
か
か
る

費
用
も
削
減
で
き
る
そ
う
で
す
（
そ

の
分
デ
ザ
ー
ト
が
豪
華
に
な
る
か
も
？
）。

同
様
の
取
り
組
み
が
も
っ
と
広
が
る

と
い
い
で
す
ね
。 

　（
私
も
見
習
わ
ね
ば
…
＠
あ
や
こ
） 

－18－ －19－ 広報いとまん　平成17年３月７日 広報いとまん　平成17年３月７日 

 

「個人情報の保護に関する法律」が 
４月１日から全面施行 

 

　個人情報の保護に関する法律は、個人情報の適正な取扱

いに関し、基本的な事項を定め、国等の責務を明らかにす

るとともに、個人情報を取り扱う事業者の義務を定めるこ

とにより、個人情報の有用性に配慮しながら、個人の権利

や利益を保護することを目的としています。 

　この法律においては、国、地方公共団体は、個人情報の

取扱いに対する苦情処理のための措置、あっせん等を行う

ことになっており、また、個人情報取扱事業者に対しては、

個人情報の利用目的による制限、開示請求に対する開示の

義務等が課されます。 

「糸満市個人情報保護条例」の一部を改正 
 

　市民の個人情報の取扱いを定めている糸満市個人情報保

護条例について、罰則を追加する等の改正を行いました。

主な内容は次のとおりです。なお、罰則については、４月

１日からの施行です。 
 

　①　通信回線によって個人情報を提供した場合において、

　　漏洩、事故等が発生したときの通信先の調査、電子計算

　　機の結合の切断等の措置を講じることができる旨の追加 
　　 

　②　職員等が不正に個人情報を提供した場合等(懲役または

　　罰金刑)および不正の手段により個人情報の開示を受けた

　　者等(過料)に対する罰則の追加 

◆ＦＭたまんラジオ回覧版◆ 
－糸満とれたて情報満載－ 

ラジオ広報 

▼日時　毎週月～金曜日　正午 
◇糸満・南部の話題で60分！ 
◇市町村職員や市民が電話出演 

市政情報センターから２つの重要なお知らせ 

▼個人情報の保護に関する法律・糸満市個人情報保護条例に関する 

　問い合わせは・・・総務課　市政情報センター　　840-8245

交通災害共済に加入しましょう 
市民同士が助け合う制度です。 

◆加入方法 

　申込書に記入し、掛金を添えて最寄りの銀行、農

協の本店及び支店でお申し込みください。(印鑑不要) 

　※現在加入されている方も3月31日が満期です。 

　※申込書は今月号の広報誌と共に各家庭に配布します。 

▼問い合わせ　　市民生活課　　840-8123　 



３月号月号 ３月号 No.475No.475

ーひかりとみどりといのりのまちーーひかりとみどりといのりのまちー ーひかりとみどりといのりのまちー 

平成17年 平成17年 
◆今月の内容◆ 

■Ｐ２～３　　南部病院存続住民シンポジウム、 

　　　　　  南米ボリビアの入植50周年記念式典参加レポート 

■Ｐ４～５　　市職員給与・定員関係のお知らせ 

■Ｐ６～７　　オホーツクの風2004、ラーズコーナー 

　　　　　  市民憲章推進作文コンクール入賞作品紹介 

■Ｐ８～11     スポーツいとまん、トピックスいとまん 

■Ｐ12～19　お知らせ広場 

■Ｐ20　　　トピックスいとまん 

児童センターまつりだよ！ 
 

　子どもたちの祭典である「第８回西崎太陽児童センターまつり(２月５日)」と「第４回がじゅまる児童センターまつり(２月２０日)」

が各児童センターで開かれました。当日は、それぞれで劇やバザー、様々なお遊びコーナーなど特色ある催しがあり、訪れた

子どもたちや保護者が楽しんでいました。 

　２月９日は旧暦の１月１日、旧正月にあたります。

市内には旧暦の伝統を守る地域が多く、白銀堂には朝

から次々と参拝客が訪れました。字糸満の「赤比儀腹

門中」では、神人の安室シズ子さんと門中代表の皆さ

んが、白銀堂に始まる８か所の拝所を回り、今年１年

の一族の繁栄を願いました。 

　また、漁港では色とりどりの大漁旗がはためき、見

学の子どもたちや、写真撮影をする人々でにぎわって

いました。 

あか ひ    ぎ　ばら 

かみんちゅ 

　旧正の３日目にあたる11日には、１年間の航海安全

と大漁を願う、市漁業協同組合の「初興し」が盛大に

行われました。金城宏組合長は、高齢者が多く漁業経

営が苦しくなっていること、平成17年度には１県１漁

協が考えられている現状を述べ「お魚センターなどを

作り、市民に親しまれるよりよい漁村にしていきたい」

とあいさつをしました。このほか、組合員のトゥシビー

祝いや有志による三線演奏も披露されました。 

はちうく 

　昔の糸満の活気を取り戻そうと「第１回糸満あんまー

まつり」が、２月19日、公設市場内で開かれました。

まつりは貝殻や小石を使った昔遊びから始まり、加藤久

子さん(法政大学沖縄文化研究所国内研究員)による講演会、

子どもあんまー発表会など様々な催しが行われました。

海人が活躍した時代のあんまーたちを演じる寸劇も披露

され、約200名の観衆は大爆笑でした。 

うみんちゅ 

航海安全と豊漁を祈願する大漁旗（漁港中地区） 

漁協でにぎやかに開かれた「初興し」 

旧正月 旧正月 

糸満あんまーまつり 糸満あんまーまつり 

まちぐゎーに 
　めんそ～れ！ 
まちぐゎーに 
　めんそ～れ！ 

～受け継がれる～受け継がれる 
　　　糸満の伝統～　　　糸満の伝統～ 
～受け継がれる 
　　　糸満の伝統～ 

わかりやすい講演を 
してくださった加藤久子さん 

楽しい寸劇に大勢がくぎづけ 

オープニングのカチャーシー 

御願をする「赤比儀腹門中」の皆さん 
う  がん 

がじゅまるがじゅまる 太    陽 がじゅまる 太  陽 

太    陽 太  陽 がじゅまるがじゅまる がじゅまる 
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